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稲
　
葉
　
伸
　
道

は
じ
め
に

　

建
武
政
権
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
組
織
形
態
や
本
領
安
堵
政
策
を
中

心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
寺
社
を
中
心
と
す
る
宗
教
政
策
に
つ

い
て
の
研
究
は
多
い
と
は
言
え
な
い
。
辻
善
之
助
氏
や
黒
田
俊
雄
氏
の
研
（
1
（
究

が
先
ず
挙
げ
ら
れ
る
が
、
辻
善
之
助
氏
の
研
究
は
日
本
仏
教
史
の
研
究
で
あ

り
、
鎌
倉
末
期
の
神
領
興
行
令
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
神
社
興
行
政
策
に
つ

い
て
は
視
野
の
外
に
あ
る
。
ま
た
、
仏
教
史
と
し
て
の
論
述
と
し
て
も
、
そ

の
内
容
は
後
醍
醐
天
皇
の
密
教
や
禅
へ
の
個
人
的
信
仰
と
し
て
論
述
さ
れ
、

寺
社
領
や
政
治
勢
力
と
し
て
の
寺
社
権
門
に
対
す
る
政
策
は
論
じ
ら
れ
な

い
。
戦
後
の
研
究
者
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
黒
田
俊
雄
氏
の
研
究
は
、
顕

密
体
制
論
や
権
門
体
制
論
を
提
唱
し
た
論
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸

国
一
宮
・
二
宮
の
本
所
停
止
政
策
に
つ
い
て
の
検
討
に
止
ま
り
、
寺
社
権
門

全
体
に
対
す
る
政
策
を
論
じ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
黒
田
氏

以
後
も
神
領
興
行
や
国
分
寺
興
行
と
の
関
連
で
建
武
政
権
期
が
論
じ
ら
れ
る

が
、
そ
れ
ら
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
は
、
ま

だ
十
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
日
に
お
い
て
も
、
建
武
政
権
の
寺
社
政
策
全
般
が
、
ま

だ
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
、
政
権
が
三
年
ほ
ど
し
か
も
た
ず
短

命
で
あ
っ
た
こ
と
、
政
策
全
体
が
構
想
で
終
わ
り
実
現
し
た
も
の
が
少
な
い

こ
と
、
政
権
の
基
本
問
題
は
公
家
と
武
家
と
の
対
抗
関
係
に
あ
り
、
寺
社
勢

力
の
問
題
は
重
要
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
鎌
倉
期
の
王
朝
の
寺
社
政
策
が
、
建
武
政
権
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
継
承
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
を
確
認
し
つ
つ
、
建
武
政
権
の
寺
社
政
策
、
と
り
わ
け
東
大
寺

や
興
福
寺
な
ど
の
権
門
寺
院
政
策
を
中
心
に
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。（

一
）
寺
社
の
長
官
人
事

　
﹃
太
平
記
﹄
巻
十
五
﹁
賀
茂
神
主
改
補
事
﹂
は
﹁
賀
茂
ノ
社
ノ
神
主
職
ハ

神
職
ノ
中
ノ
重
職
ト
シ
テ
恩
補
次
第
ア
ル
事
ナ
レ
バ
、
咎
無
シ
テ
ハ
改
動
ノ

沙
汰
モ
難
有
事
ナ
ル
ヲ
、（
中
略
（、
此
事
今
度
ノ
改
動
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
両
院

ノ
御
治
世
替
ル
毎
ニ
転
変
ス
ル
事
、
掌
ヲ
反
ス
ガ
如
シ
﹂
と
、
賀
茂
社
神
主
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職
に
つ
い
て
両
統
の
治
世
の
交
替
す
る
ご
と
に
転
変
し
て
き
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
建
武
政
権
の
寺
社
政
策
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
先
ず
寺
社
の
座

主
、
別
当
、
長
者
、
検
校
、
祭
主
、
神
主
な
ど
王
朝
に
よ
っ
て
補
任
さ
れ
る

﹁
長
官
﹂
の
人
事
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。
と
く
に
、
後
醍
醐
天
皇

が
倒
幕
を
企
て
失
敗
し
た
元
弘
元
年
の
乱
後
、
ご
く
短
期
間
で
は
あ
る
が
持

明
院
統
の
政
権
（
後
伏
見
院
政
（
が
誕
生
し
た
が
、
そ
の
政
権
下
で
行
わ
れ

た
人
事
が
再
び
建
武
政
権
誕
生
と
と
も
に
覆
さ
れ
た
こ
と
、
政
権
期
間
中
に

お
い
て
も
人
事
交
替
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
指
摘
し
た
い
。

（
1
）
東
寺
長
者

　
﹃
東
寺
長
者
補
（
2
（

任
﹄
に
よ
れ
ば
、
元
弘
元
年
（
一
三
三
一
（
か
ら
建
武
四

年
（
一
三
三
七
（
ま
で
の
東
寺
一
長
者
の
補
任
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

元
弘
元
年（
１３３１（　　
　
　
　
　
　

東
寺
一
長
者
前
大
僧
正
道
意

　
　

同
二
年（
１３３２（一
月
二
日　
　
　
　

僧
正
益
守

　
　

同
年
十
二
月
二
十
三
日　
　
　
　
　

僧
正
成
助

　
　

正
慶
二
年
（
元
弘
三
年
（（
１３３３（　

道
意

　
　

建
武
元
年（
１３３４（十
二
月
三
十
日　

益
守

　
　

建
武
二
年（
１３３５（三
月
十
五
日　
　

僧
正
弘
真

　
　

建
武
三
年（
１３３６（九
月
十
六
日　
　

僧
正
成
助

　

以
上
に
見
る
よ
う
に
、
元
弘
二
年
に
道
意
か
ら
益
守
へ
の
交
替
が
あ
り
、

建
武
政
権
誕
生
後
は
道
意
が
復
帰
、
政
権
崩
壊
後
の
建
武
三
年
に
は
後
伏
見

政
権
下
に
お
い
て
長
者
で
あ
っ
た
成
助
が
復
帰
し
て
い
る
。
元
弘
三
年
の
記

事
に
は
五
月
七
日
の
六
波
羅
陥
落
の
記
事
の
後
に
﹁
毎
事
元
弘
元
年
風
儀
ニ

相
同
ス
、
仍
先
御
代
元
弘
以
来
官
符
宣
旨
、
任
官
叙
位
等
一
切
不
可
用
之

由
、
被
成
御
事
書
之
間
、
如
此
所
職
以
下
如
根
本
也
﹂
と
記
し
、
先
代
後
伏

見
院
政
期
の
任
官
・
叙
位
を
す
べ
て
白
紙
に
し
、
後
醍
醐
親
政
期
に
戻
す

﹁
御
事
書
﹂
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
成
助
に
つ
い
て

は
﹁
先
御
代
偽
主
之
時
、
補
任
之
間
、
如
元
第
二
退
畢
﹂
と
記
し
、
東
寺
二

者
に
戻
さ
れ
た
こ
と
、
成
助
に
替
わ
っ
て
道
意
が
復
帰
し
た
こ
と
に
つ
い
て

﹁
此
条
、
現
任
公
卿
僧
俗
幷
諸
職
以
下
、
可
為
元
弘
之
分
旨
、
御
事
書
炳
焉

之
間
、
如
元
可
為
寺
務
之
由
、
被
仰
下
歟
、
仍
可
為
寺
務
之
由
披
露
畢
﹂
と

記
し
て
い
る
。
建
武
政
権
の
人
事
方
針
が
六
波
羅
陥
落
後
に
﹁
事
書
﹂
の
形

態
、
お
そ
ら
く
箇
条
書
き
の
法
と
し
て
発
布
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
太
政

官
符
や
宣
旨
で
任
命
さ
れ
た
寺
社
の
﹁
長
官
﹂
人
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
東

寺
に
あ
っ
て
は
成
助
か
ら
道
意
へ
の
交
替
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
仁
和

寺
成
就
院
益
守
は
元
弘
の
乱
後
、
後
伏
見
政
権
下
で
一
長
者
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
人
事
も
建
武
政
権
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
東

寺
長
者
の
人
事
は
元
弘
の
乱
以
前
に
戻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

仁
和
寺
勝
宝
院
僧
正
道
意
は
、
西
園
寺
家
出
身
で
は
あ
る
が
、
嘉
暦
元
年

（
一
三
二
六
（
に
後
醍
醐
天
皇
親
政
下
で
一
長
者
と
な
り
、
同
年
七
月
か
ら

の
中
宮
御
産
御
祈
で
は
大
北
斗
法
を
勤
仕
し
て
い
る
。
こ
の
祈
祷
が
関
東
調

伏
祈
祷
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
り
、
道
意
は

そ
れ
に
参
加
し
て
い
（
3
（
た
。
ま
た
、
道
意
は
後
に
正
平
一
統
の
際
に
一
時
的
に

南
朝
側
か
ら
一
長
者
に
補
任
さ
れ
て
お
り
、
南
朝
と
の
関
係
が
深
い
。
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と
こ
ろ
で
、
建
武
政
権
下
で
一
長
者
が
道
意
か
ら
益
守
に
交
替
し
て
い

る
。
こ
の
交
替
は
、
建
武
元
年
九
月
二
十
三
日
の
後
醍
醐
天
皇
東
寺
行
幸
の

賞
と
し
て
道
意
を
東
寺
座
主
に
補
任
し
た
こ
と
に
よ
る
交
替
で
あ
る
。
道
意

の
座
主
補
任
は
建
武
元
年
十
二
月
二
十
六
日
、
益
守
は
十
二
月
三
十
日
の
僧

事
除
目
で
東
寺
一
長
者
に
宣
下
さ
れ
（
4
（

た
。
仁
和
寺
成
就
院
益
守
は
洞
院
実
泰

の
子
で
、
兄
弟
に
は
公
賢
、
公
敏
、
公
泰
、
実
守
等
が
い
た
。
洞
院
公
賢
は

建
武
政
権
の
中
核
に
あ
り
、
公
泰
、
実
守
も
後
に
南
朝
方
公
卿
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
が
益
守
の
復
帰
に
寄
与
し
た
も
の
と
推
測
す
る
。

　

東
寺
座
主
は
真
木
隆
行
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
後
宇
多
法
皇
が
そ
の
密
教

（
広
沢
流
（
の
師
で
あ
る
仁
和
寺
真
光
院
禅
助
を
補
任
し
た
こ
と
に
始
ま

り
、
そ
の
就
任
は
徳
治
三
年
（
一
三
〇
八
（
三
月
二
十
三
日
で
あ
っ
た
と
い

う
。
後
宇
多
は
自
身
に
伝
法
灌
頂
を
授
与
し
た
禅
助
に
対
す
る
勧
賞
と
し

て
、
東
寺
座
主
と
い
う
新
し
い
地
位
を
当
時
一
長
者
で
あ
っ
た
禅
助
に
与
え

た
。
こ
の
座
主
職
授
与
は
仁
和
寺
御
室
が
真
言
密
教
界
の
権
威
の
頂
点
に
あ

り
、
持
明
院
統
出
身
者
に
独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
後
宇
多
の
対
抗

措
置
で
あ
っ
た
。
た
ん
な
る
権
威
の
称
号
に
止
ま
ら
ず
、
東
寺
供
僧
や
高
野

山
に
対
し
御
室
と
似
た
位
置
を
占
め
た
よ
う
で
あ
（
5
（
る
。
真
木
氏
は
禅
助
が
持

明
院
統
の
時
期
も
含
め
て
元
徳
二
年
に
没
す
る
ま
で
終
身
、
座
主
の
地
位
に

あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
（
6
（
る
。
後
醍
醐
は
後
宇
多
の
先
例
に
基
づ
い
て
、
建
武

元
年
に
な
っ
て
座
主
職
を
復
活
さ
せ
、
東
寺
一
長
者
の
上
に
置
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

座
主
以
上
に
異
例
な
人
事
は
、
東
寺
大
勧
進
職
に
あ
っ
た
文
観
（
弘
真
（

を
益
守
の
後
の
一
長
者
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
文
観
が
後
醍
醐
天
皇
の
側
近

と
し
て
関
東
調
伏
祈
祷
に
関
与
し
、
元
徳
三
年
に
硫
黄
島
に
配
流
さ
れ
、
建

武
政
権
成
立
に
よ
っ
て
京
都
に
戻
り
、
東
寺
長
者
や
醍
醐
寺
座
主
に
補
任
さ

れ
、
権
勢
を
恣
に
し
た
こ
と
は
、﹃
太
平
記
﹄
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
網
野
善
彦
氏
の
﹁
異
形
の
王
権
﹂
論
が
呈
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
西
大
寺
流
律
僧
で
あ
り
、
ま
た
、
真
言
密
教

僧
で
あ
る
文
観
の
姿
が
、
新
た
に
発
見
さ
れ
て
き
た
聖
教
に
よ
っ
て
次
第
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
（
7
（

る
。
文
観
が
東
寺
一
長
者
に
補
任
さ
れ
た
の
は
建

武
二
年
三
月
十
五
日
、
こ
の
人
事
に
対
し
て
高
野
山
の
検
校
以
下
衆
徒
が
反

対
し
、
文
観
を
﹁
異
人
非
器
之
体
﹂
と
し
て
長
者
職
を
停
止
す
る
こ
と
を
要

求
す
る
置
文
を
﹁
満
衆
一
同
之
評
定
﹂
に
お
い
て
決
定
し
た
の
は
同
年
五
月

の
こ
と
で
あ
っ
（
8
（
た
。

　

文
観
が
東
寺
大
勧
進
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
元
徳
二
年
（
一

三
三
〇
（
五
月
に
確
認
で
き
（
9
（

る
。
鎌
倉
末
期
に
な
る
と
律
僧
が
法
勝
寺
な
ど

の
大
勧
進
職
に
任
命
さ
れ
、
伽
藍
造
営
を
請
け
負
っ
て
い
た
（
10
（
が
、
そ
の
よ
う

な
律
僧
が
真
言
宗
の
最
高
位
に
位
置
す
る
東
寺
一
長
者
に
な
る
こ
と
は
違
例

中
の
違
例
で
あ
り
、
高
野
山
衆
徒
が
異
を
唱
え
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

﹁
東
寺
長
者
補
任
﹂
に
よ
れ
ば
、
文
観
は
建
武
元
年
九
月
二
十
三
日
の
東
寺

塔
供
養
に
先
立
っ
て
九
月
十
日
に
権
僧
正
道
我
と
と
も
に
三
長
者
に
補
任
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
の
月
に
二
長
者
成
助
が
長
者
を
辞
し
て
お
り
、
ま
た
、
三

長
者
権
僧
正
亮
禅
も
辞
し
て
お
り
、
そ
れ
に
替
わ
る
人
事
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
（
11
（

る
。
そ
れ
よ
り
先
、
建
武
元
年
三
月
十
八
日
に
は
後
醍
醐
と
関
係
の
あ
る
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権
僧
正
道
祐
も
東
寺
長
者
に
補
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
武
元
年
に
は

東
寺
長
者
が
す
べ
て
後
醍
醐
と
関
係
の
深
い
僧
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。

（
2
）
東
大
寺
別
当

　
﹃
東
大
寺
別
当
次
第
﹄
に
見
る
鎌
倉
末
期
か
ら
建
武
政
権
期
に
至
る
東
大

寺
別
当
の
補
任
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
（
12
（

る
。

　
　

元
亨
二
年（
１３２２（　　

法
務
前
大
僧
正
聖
尋
（
東
南
院
（

　
　

元
弘
元
年（
１３３１（　　

大
僧
正
教
寛
（
勧
修
寺
（

　
　

建
武
元
年（
１３３４（　　

法
親
王
聖
珍
（
東
南
院
（

　
　

建
武
三
年（
１３３６（　　

権
僧
正
良
性
（
西
南
院
（

　

聖
尋
が
元
亨
二
年
に
補
任
さ
れ
た
の
は
、
前
年
末
の
後
醍
醐
親
政
発
足
に

と
も
な
っ
て
の
人
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
聖
尋
と
後

醍
醐
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、﹃
太
平
記
﹄
の
叙
述
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
弘
元
年
に
お
い
て
後
醍
醐
が
倒
幕
の
た
め
南
都
に

向
か
っ
た
先
が
聖
尋
の
い
る
東
大
寺
東
南
院
で
あ
り
、
そ
の
試
み
が
失
敗
し

後
醍
醐
以
下
が
幕
府
軍
に
捕
縛
さ
れ
た
な
か
に
﹁
東
南
院
僧
正
聖
尋
﹂
が
あ

り
、
翌
年
六
月
に
下
総
国
に
配
流
さ
れ
て
い
（
13
（
る
。
勧
修
寺
大
僧
正
教
寛
が
東

大
寺
別
当
に
補
任
さ
れ
た
の
は
、
聖
尋
の
直
前
の
東
大
寺
別
当
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
再
任
で
あ
っ
た
。
後
伏
見
院
政
期
の
人
事
が
元
弘
三
年
の
建
武
政

権
発
足
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
白
紙
に
戻
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
で
あ

る
。
聖
尋
が
配
流
先
で
存
命
で
あ
れ
ば
、
た
だ
ち
に
東
大
寺
に
戻
り
別
当
に

返
り
咲
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら

く
、
配
流
先
で
没
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
教
寛
は
嘉
暦
元
年
七
月
の
中

宮
御
産
祈
祷
に
参
加
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
賞
と
し
て
同
年
八
月
に
は

東
寺
長
者
に
補
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
（
14
（

ら
、
後
醍
醐
と
の
関
係
は
聖
尋
ほ
ど

で
は
な
い
と
し
て
も
、
対
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が

教
寛
を
東
大
寺
別
当
と
し
て
留
任
さ
せ
た
理
由
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、﹃
東
大
寺
別
当
次
第
﹄
は
建
武
元
年
に
聖
珍
法
親
王
が
別
当

に
補
任
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
（
十
一
月
九
日
の

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
で
は
美
濃
国
茜
部
庄
地
頭
職
を
東
大
寺
に
与
え
る
こ
と
を

﹁
別
当
法
親
王
﹂
に
伝
え
て
い
（
15
（
る
。
す
で
に
元
弘
三
年
十
一
月
に
聖
珍
は
別

当
で
あ
り
、﹃
東
大
寺
別
当
次
第
﹄
の
記
述
は
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
聖
珍
法
親
王
は
伏
見
天
皇
の
子
で
あ
る
。
後
醍
醐
が
持
明
院
統
の
法
親

王
を
東
大
寺
別
当
に
補
任
す
る
人
事
を
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
聖
珍

は
聖
尋
の
後
を
継
ぐ
べ
き
者
と
し
て
元
亨
二
年
（
一
三
二
二
（
に
東
南
院
に

入
室
し
た
も
の
で
あ
り
、
東
南
院
流
の
密
教
の
法
流
を
嗣
ぐ
べ
き
人
物
で

あ
っ
（
16
（
た
。
東
南
院
主
と
し
て
初
め
て
の
法
親
王
で
あ
り
、
聖
兼
―
聖
忠
―
聖

尋
―
聖
珍
と
継
承
さ
れ
た
東
南
院
流
の
法
脈
を
後
醍
醐
天
皇
と
い
え
ど
も
無

視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
人
事

も
建
武
政
権
崩
壊
後
に
否
定
さ
れ
、
良
性
が
別
当
に
就
任
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
そ
の
後
、
聖
珍
は
康
永
二
年
（
一
三
四
三
（、
文
和
元
年
（
一
三
五

二
（
の
二
度
に
わ
た
り
別
当
に
再
任
さ
れ
た
。
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（
3
）
興
福
寺
別
当

　
﹃
興
福
寺
別
当
次
第
﹄﹃
興
福
寺
三
綱
補
任
﹄
に
見
え
る
鎌
倉
末
期
か
ら
建

武
政
権
期
の
興
福
寺
別
当
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

嘉
暦
四
年（
１３２９（三
月
二
十
八
日
～
元
徳
元
年（
１３２９（十
二
月
二
十
日

 

大
僧
正
覚
尊
（
大
乗
院
（（
第
二
度
（

　
　

元
徳
二
年（
１３３０（二
月
三
日
～
正
慶
元
年（
１３３２（八
月
十
一
日

 
法
務
大
僧
正
良
覚
（
一
乗
院
（（
第
五
度
（

　
　

正
慶
元
年（
１３３２（八
月
十
八
日
～
正
慶
二
年（
１３３３（六
月
十
日

 

権
僧
正
乗
円
（
竹
林
院
（

　
　

元
弘
三
年（
１３３３（六
月
十
四
日
～
建
武
三
年（
１３３６（十
一
月
十
四
日

 

僧
正
覚
実
（
一
乗
院
（

　
　

建
武
三
年（
１３３６（十
二
月
三
日
～
建
武
四
年（
１３３７（六
月

 

前
法
務
大
僧
正
覚
円
（
東
北
院
（（
第
二
（
17
（
度
（

　

興
福
寺
の
場
合
、
元
弘
元
年
の
乱
に
よ
る
別
当
交
替
は
認
め
ら
れ
な
い
。

良
覚
か
ら
乗
円
へ
の
交
替
は
、
正
慶
元
年
八
月
十
四
日
に
良
覚
が
没
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
死
没
直
前
の
上
表
で
あ
っ
た
。
建
武
政
権
発
足
に
よ
り
﹁
先

御
代
持
明
院
殿
僧
俗
官
途
改
御
沙
汰
﹂（﹃
興
福
寺
三
綱
補
任
﹄（
に
よ
っ

て
、
乗
円
は
別
当
を
罷
免
さ
れ
、
別
当
就
任
以
前
の
権
別
当
に
降
格
さ
れ
る

処
置
が
下
さ
れ
た
。
そ
の
後
、﹃
興
福
寺
別
当
次
第
﹄
は
﹁
但
建
武
元
年
被

下
先
寺
務
之
綸
旨
、
前
官
治
定
了
﹂
と
記
し
、﹃
興
福
寺
三
綱
補
任
﹄
は

﹁
建
武
元
年
五
月
五
日
宣
下
、
乗
円
僧
正
権
別
当
事
、
為
寺
務
既
執
行
、
仍

神
事
出
之
上
者
、
以
前
明
暦
（
明
歴
？
（
不
可
有
相
違
、
仍
被
止
権
別
当
職

之
由
、
被
下
綸
旨
長
者
宣
了
﹂
と
記
し
て
い
る
。
文
意
が
不
明
な
部
分
が
あ

る
が
、
建
武
元
年
（
お
そ
ら
く
五
月
五
日
（
に
、
寺
務
を
執
行
し
て
き
た
乗

円
の
別
当
と
し
て
の
経
歴
を
﹁
先
寺
務
﹂
と
し
て
認
め
、
権
別
当
職
を
止
め

る
綸
旨
と
藤
氏
長
者
宣
が
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
（
18
（

る
。
同
年
五
月
十
六
日
、
権

僧
正
能
寛
が
権
別
当
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
建
武
二
年
四
月
十
二
日
に
後
醍

醐
天
皇
の
皇
子
玄
円
法
親
王
が
覚
実
大
僧
正
の
弟
子
と
し
て
南
都
に
下
向

し
、
翌
十
三
日
に
一
乗
院
に
入
室
し
て
い
る
。
摂
関
家
（
近
衛
家
（
の
子
弟

が
入
室
す
る
門
跡
で
あ
る
一
乗
院
に
、
後
醍
醐
が
初
め
て
子
弟
を
入
室
さ
せ

て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
い
ず
れ
玄
円
は
一
乗
院
門
跡
を

継
承
し
、
興
福
寺
別
当
に
も
な
る
べ
く
人
物
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
建
武
政
権
崩
壊
後
は
、
一
乗
院
覚
実
が
罷
免
さ
れ
、
東
北

院
覚
円
が
別
当
に
補
任
さ
れ
て
い
（
19
（
る
。

（
4
）
天
台
座
主

　
﹃
天
台
座
主
（
20
（
記
﹄
に
み
る
当
該
時
期
の
天
台
座
主
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
　

元
徳
二
年（
１３３０（十
二
月
十
四
日
～
元
弘
元
年（
１３３１（九
月

 

尊
澄
法
親
王
（
妙
法
院
（

　
　

元
弘
元
年（
１３３１（十
月
二
十
五
日
～
正
慶
元
年（
１３３２（十
月
十
二
日

 

尊
円
法
親
王
（
青
蓮
院
（

　
　

正
慶
二
年（
１３３３（一
月
十
四
日
～
元
弘
三
年（
１３３３（六
月

 

尊
胤
法
親
王
（
円
融
房
（
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元
弘
三
年（
１３３３（六
月
五
日
～
建
武
三
年（
１３３６（九
月

 

尊
澄
法
親
王

　
　

建
武
三
年（
１３３６（十
月
十
三
日
～
暦
応
元
年（
１３３８（

 

尊
胤
法
親
王

　

尊
澄
は
後
醍
醐
天
皇
第
八
皇
子
で
、
元
弘
元
年
の
乱
に
際
し
後
醍
醐
に
同

行
し
、
企
て
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
後
、
六
波
羅
に
捕
縛
さ
れ
座
主
職
を
解
か

れ
、
讃
岐
国
に
配
流
さ
れ
た
人
物
で
あ
（
21
（

る
。
建
武
政
権
発
足
後
、
た
だ
ち
に

座
主
に
復
活
し
た
。﹃
天
台
座
主
記
﹄
は
﹁
元
弘
三
年
六
月
、
自
讃
州
御
上

洛
、
山
務
毎
事
不
可
違
元
弘
元
年
之
儀
云
々
﹂
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

後
伏
見
院
政
期
に
座
主
に
補
任
さ
れ
た
の
が
伏
見
天
皇
第
六
皇
子
の
尊
円
で

あ
り
、
後
伏
見
天
皇
第
四
皇
子
で
あ
る
尊
胤
で
あ
っ
た
。
尊
円
か
ら
尊
胤
へ

の
交
替
の
理
由
は
定
か
で
な
い
。
建
武
政
権
崩
壊
後
は
た
だ
ち
に
尊
胤
が
座

主
に
復
帰
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
天
台
座
主
の
地
位
は
大
覚
寺
統
と
持
明
院

統
の
皇
子
が
法
親
王
と
し
て
門
跡
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
の

影
響
を
直
接
受
け
、
元
弘
元
年
の
乱
と
鎌
倉
幕
府
滅
亡
建
武
政
権
発
足
と
い

う
政
治
変
動
の
影
響
を
、
も
っ
と
も
受
け
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。

（
5
）
青
蓮
院
門
跡
・
梶
井
門
跡

　
﹃
門
葉
紀
﹄・﹃
華
頂
要
略
門
主
（
22
（
伝
﹄
に
よ
り
青
蓮
院
門
跡
に
つ
い
て
確
認

す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

嘉
暦
四
年（
１３２９（一
月
十
八
日
～
元
弘
三
年（
１３３３（五
月

 

尊
円
入
道
親
王
（
伏
見
院
皇
子
（

　
　

元
弘
三
年（
１３３３（六
月
一
日
～

 

慈
道
法
親
王
（
亀
山
院
皇
子
（

　
　

建
武
二
年（
１３３５（十
月
一
日
～
延
文
元
年（
１３５６（八
月
二
十
八
日

 

尊
円
入
道
親
王

　

鎌
倉
後
期
の
青
蓮
院
門
主
を
め
ぐ
っ
て
熾
烈
な
争
い
が
な
さ
れ
た
こ
と

は
、
か
つ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
嘉
暦
四
年
一
月
に
慈
道
法
親
王
か
ら

尊
円
法
親
王
に
門
主
が
交
替
し
た
の
は
、
幕
府
の
推
挙
に
よ
っ
た
後
伏
見
院

の
院
宣
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
尊
円
の
地
位
は
元
弘
元
年

の
乱
で
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
建
武
政
権
発
足
に
よ
り
尊
円
は
門

主
を
逐
わ
れ
、
対
立
す
る
慈
道
が
再
び
青
蓮
院
を
管
領
し
た
。
注
目
さ
れ
る

の
は
建
武
二
年
十
月
に
慈
道
と
尊
円
の
確
執
が
後
醍
醐
の
綸
旨
に
よ
っ
て
尊

円
の
門
跡
管
領
と
い
う
形
で
決
着
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
後
醍
醐
に
よ

る
勅
裁
に
よ
っ
て
九
月
二
十
一
日
に
尊
円
が
慈
道
の
所
に
入
室
、﹁
師
資
之

礼
﹂
を
と
り
、
九
月
二
十
九
日
に
慈
道
が
青
蓮
院
門
跡
と
無
動
寺
・
三
昧
院

両
寺
検
校
職
を
尊
円
に
譲
り
、
尊
円
は
十
月
一
日
に
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
に

よ
っ
て
門
主
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
青
蓮
院
を
め
ぐ
っ
て
の
尊

円
・
慈
道
と
後
醍
醐
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
平
雅
行
氏
が
先
の
事
実
に
基

づ
い
た
上
で
さ
ら
に
深
く
考
察
し
て
い
（
23
（
る
。
平
氏
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
慈
道

は
後
醍
醐
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
後
醍
醐
に
台
密
の
許
可
灌
頂
、
熾
盛
光

法
を
伝
授
し
、
中
宮
御
産
祈
祷
に
名
を
借
り
た
幕
府
調
伏
祈
祷
に
も
参
加

し
、
そ
の
恩
賞
と
し
て
嘉
暦
二
年
に
四
天
王
寺
検
校
職
へ
の
補
任
、
天
台
座
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主
へ
の
還
補
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
元
弘
元
年
の
乱
に
お
い
て
は
側
近
の
仲

円
僧
正
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
直
接
関
係
し
な
か
っ
た
た
め
慈
道
は
処
罰
を
免

れ
常
寿
院
別
当
・
四
天
王
寺
検
校
職
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
建
武
政
権
成

立
後
、
青
蓮
院
門
主
は
尊
円
か
ら
慈
道
に
交
替
さ
せ
ら
れ
た
が
、
尊
円
は
常

寿
院
別
当
を
与
え
ら
れ
、
建
武
二
年
に
は
中
宮
御
産
祈
祷
の
た
め
の
薬
師
法

を
勤
仕
し
、
青
蓮
院
門
主
に
復
帰
し
、
つ
い
で
如
法
仏
眼
法
を
内
裏
で
修
し

た
。
建
武
政
権
発
足
後
の
後
醍
醐
に
よ
る
融
和
策
に
つ
い
て
平
氏
は
﹁
門
跡

統
一
の
実
現
は
、
貴
族
社
会
を
後
醍
醐
の
も
と
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
意
欲

の
表
れ
﹂
で
あ
り
、﹁
慈
道
と
尊
円
の
関
係
が
軟
化
し
て
い
た
結
果
﹂
と
評

価
し
て
い
る
。

　

次
に
青
蓮
院
門
跡
と
並
ぶ
延
暦
寺
の
門
跡
で
あ
る
梶
井
門
跡
に
つ
い
て
も

確
認
し
て
お
（
24
（
く
。

　
　

正
中
二
年（
１３２５（～ 

 

尊
雲
法
親
王

　
　

正
慶
元
年（
１３３２（～
元
弘
三
年（
１３３３（六
月
五
日 
尊
胤
法
親
王

　
　

元
弘
三
年（
１３３３（六
月
二
十
二
日
～ 
尊
澄
法
親
王

　
　

建
武
三
年（
１３３６（十
月
～ 

尊
胤
法
親
王

　

こ
の
う
ち
尊
雲
か
ら
尊
胤
へ
の
交
替
に
つ
い
て
は
日
付
を
明
確
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
周
知
の
と
お
り
尊
雲
は
後
醍
醐
の
笠
置
行
幸
に
同
行
し
、

笠
置
山
落
城
後
は
行
方
を
眩
ま
し
、
還
俗
し
て
護
良
親
王
と
し
て
倒
幕
活
動

を
続
け
た
。
こ
の
他
、
妙
法
院
門
跡
も
門
主
尊
澄
法
親
王
（
還
俗
し
て
宗
良

親
王
（
が
倒
幕
に
直
接
関
わ
り
、
讃
岐
に
配
流
さ
れ
た
こ
と
、
建
武
政
権
発

足
後
た
だ
ち
に
京
都
に
戻
り
、
本
来
な
ら
尊
雲
が
還
補
さ
れ
る
べ
き
梶
井
門

跡
を
継
承
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
﹃
太
平
記
﹄
や
﹃
天
台
座
主
記
﹄
が
記
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
（
25
（

る
。

（
6
）
伊
勢
神
宮
祭
主

　

伊
勢
神
宮
祭
主
の
補
任
に
も
元
弘
の
乱
に
よ
る
祭
主
交
替
が
見
ら
れ
る
。

﹃
祭
主
補
任
﹄
に
よ
る
神
宮
祭
主
の
補
任
は
以
下
の
よ
う
で
あ
（
26
（

る
。

　
　

文
保
三
年（
１３１９（二
月
十
九
日
～
元
徳
三
年（
１３３１（

 

大
中
臣
隆
実

　
　

元
徳
三
年（
１３３１（三
月
十
一
日
～
元
弘
三
年（
１３３３（

 

大
中
臣
親
忠

　
　

元
弘
三
年（
１３３３（四
月
九
日
～
建
武
二
年（
１３３５（一
月
二
十
三
日

 

大
中
臣
隆
実
（
死
没
（

　
　

建
武
二
年（
１３３５（一
月
二
十
八
日
～
建
武
三
年（
１３３６（六
月

 

大
中
臣
蔭
直

　
　

建
武
三
年（
１３３６（六
月
二
十
六
日
～
貞
和
四
年（
１３４８（六
月
十
八
日

 

大
中
臣
親
忠

　

親
忠
を
罷
免
し
隆
実
を
祭
主
と
し
た
の
が
、
帰
洛
後
で
は
な
く
、
元
弘
三

年
四
月
九
日
と
い
う
伯
耆
国
船
上
山
に
ま
だ
後
醍
醐
が
い
た
段
階
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
後
醍
醐
は
他
の
寺
社
長
官
人
事
に
先
行
し
て
伊
勢
神
宮
祭
主
の
人

事
を
命
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
隆
実
が
建
武
二
年
一
月
に
没
し
た
後
は
、
隆
実

の
兄
隆
直
の
子
で
あ
る
䕃
（
27
（
直
が
補
任
さ
れ
、
建
武
政
権
が
崩
壊
後
は
、
再
び

北
朝
に
よ
り
親
忠
が
補
任
さ
れ
て
い
（
28
（

る
。
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以
上
の
よ
う
に
、
後
醍
醐
に
よ
る
元
弘
元
年
の
倒
幕
の
失
敗
は
、
主
要
な

寺
社
の
長
官
人
事
に
影
響
を
与
え
、
寺
社
長
官
の
交
代
が
見
ら
れ
た
が
、
元

弘
三
年
の
倒
幕
の
成
功
、
建
武
政
権
の
誕
生
は
そ
れ
ら
の
人
事
を
元
弘
元
年

以
前
に
戻
す
基
本
政
策
が
採
ら
れ
た
。
持
明
院
統
の
息
の
か
か
っ
た
有
力
寺

社
の
長
官
は
一
掃
さ
れ
た
が
、
な
か
に
は
東
大
寺
の
聖
珍
法
親
王
や
青
蓮
院

の
尊
円
入
道
親
王
の
よ
う
に
、
融
和
を
図
る
べ
く
東
大
寺
別
当
に
就
任
し
た

り
、
青
蓮
院
門
主
に
復
帰
す
る
場
合
も
例
外
的
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
建
武

政
権
崩
壊
後
は
再
び
そ
の
人
事
は
覆
さ
れ
、
元
弘
元
年
の
持
明
院
統
後
伏
見

院
政
期
の
人
事
が
復
活
し
て
い
る
。
建
武
政
権
誕
生
時
の
後
醍
醐
の
人
事
刷

新
の
前
に
、
元
弘
元
年
の
後
伏
見
院
政
、
幕
府
に
よ
る
人
事
刷
新
が
あ
っ
た

こ
と
に
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）
東
大
寺
・
興
福
寺
の
動
向
と
建
武
政
権
の
対
応

　

権
門
寺
社
に
対
し
て
建
武
政
権
が
長
官
人
事
以
外
に
ど
の
よ
う
な
政
策
を

と
っ
て
い
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
比
較
的
そ
の
動
向
が
わ
か
る
東
大
寺

と
興
福
寺
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
1
）
東
大
寺

　

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
（
八
月
日
に
東
大
寺
が
建
武
政
権
に
対
し
て
訴
え

た
東
大
寺
事
書
の
草
案
が
残
さ
れ
て
い
（
29
（
る
。
建
武
政
権
に
対
す
る
全
七
箇
条

に
わ
た
る
訴
状
は
最
後
に
﹁
先
度
雖
捧
委
細
事
書
、
定
難
備　

叡
覧
歟
、
仍

恐
繁
重
肝
要
粗
注
進
若
斯
矣
﹂
と
結
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
前
に
東
大

寺
は
建
武
政
権
に
対
し
て
自
己
の
利
益
を
追
求
す
べ
く
事
書
を
提
出
し
て
い

た
。
第
一
回
の
要
求
が
通
ら
な
い
た
め
東
大
寺
は
再
度
、
全
七
箇
条
の
事
書

を
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
回
の
事
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
次
に
そ
れ

に
対
す
る
建
武
政
権
側
の
返
答
を
示
し
、
さ
ら
に
再
度
の
要
求
を
記
す
体
裁

を
と
る
こ
の
事
書
は
、
建
武
新
政
当
初
の
権
門
寺
院
と
政
権
と
の
駆
け
引

き
、
政
権
の
寺
社
政
策
の
基
本
方
針
を
知
る
上
で
、
絶
好
の
史
料
で
あ
る
。

全
七
箇
条
の
要
求
項
目
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
一
万
町
の
水
田
、
五
千
戸
の
御
封
の
要
求

　

②
倒
幕
に
寄
与
し
た
こ
と
に
対
す
る
恩
賞
要
求

　

③
兵
庫
嶋
升
米
・
置
石
の
復
活
要
求

　

④
伊
賀
国
吏
務
職
の
復
活
要
求

　

⑤
美
濃
国
茜
部
庄
地
頭
職
の
没
収
要
求

　

⑥
東
大
寺
造
営
料
国
周
防
・
肥
前
両
国
の
返
付
要
求

　

⑦
三
箇
津
（
神
崎
・
渡
辺
・
兵
庫
（
商
船
目
銭
の
復
活
要
求

　

こ
れ
ら
の
要
求
の
内
、
①
②
条
は
、
倒
幕
が
成
っ
た
後
の
後
醍
醐
に
対
す

る
恩
賞
要
求
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
後
醍
醐
が
元
弘
元
年
八
月
に
笠
置
に

籠
も
っ
て
倒
幕
の
乱
を
起
こ
し
た
と
き
に
、
東
大
寺
に
対
し
て
発
し
た
﹁
御

願
書
﹂
に
あ
る
。
こ
の
﹁
御
願
書
﹂
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
①
条
に
引
用

さ
れ
て
い
る
文
章
に
﹁
一
万
町
水
田
・
五
千
戸
御
封
、
任　

本
願
之
叡
念
、

可
有
興
行
之
旨
、
自
笠
置
寺
被
下
慇
懃
之
御
願
書
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、﹁
御

願
書
﹂
に
は
本
願
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
任
せ
て
一
万
町
の
水
田
と
五
千
戸
の
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建
武
政
権
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て（
稲
葉
）

封
戸
を
﹁
興
行
﹂（
復
活
（
す
る
と
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
天
平
勝
宝
元
年
の
﹁
封
五
千
戸
、
水
田
一
万
町
﹂
勅
施
入
の
太
上
天
皇

勝
満
（
聖
武
（
願
文
は
﹃
東
大
寺
要
録
﹄
封
戸
水
田
章
に
﹁
金
銅
銘
﹂
と
し

て
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
（
30
（

で
、
東
大
寺
に
お
い
て
は
東
大
寺
の
起
源
に
お
い

て
寄
進
さ
れ
た
経
済
基
盤
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
っ
（
31
（

た
。
東
大

寺
は
そ
れ
ら
が
﹁
中
古
以
来
大
略
皆
倒
失
﹂
し
て
い
る
と
し
、
後
醍
醐
に
対

し
て
﹁
国
郡
荘
園
等
﹂
の
﹁
一
円
之
地
﹂
を
施
入
し
、
惣
田
数
が
一
万
町
と

な
る
よ
う
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
東
大
寺
の
非
現
実
的
と
も
思
わ
れ
る
要
（
32
（

求
に
対
し
て
、
後
醍
醐
の
勅

答
は
﹁
追
可
有
御
沙
汰
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
返
答
に
対
し
て
東

大
寺
は
再
度
の
事
書
に
お
い
て
﹁
天
平　

勅
施
入
﹂
は
﹁
金
銅
之
銘
文
﹂
に

明
ら
か
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、
武
士
に
対
す
る
恩
賞
が
す
で
に
行
わ
れ
て

い
る
の
に
東
大
寺
に
対
す
る
恩
賞
が
成
さ
れ
な
い
こ
と
を
歎
き
、
②
条
で
恩

賞
要
求
を
行
っ
て
い
る
。

　

元
弘
元
年
八
月
に
後
醍
醐
が
笠
置
に
立
て
籠
も
り
倒
幕
の
烽
火
を
揚
げ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
﹃
太
平
記
﹄
が
叙
述
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
岡
見
正
雄
氏
は
そ
の
校
注
に
お
い
て
﹃
興
福
寺
略
年
代
記
﹄

や
﹃
法
隆
寺
別
当
次
第
﹄
に
基
づ
き
八
月
二
十
四
日
に
京
都
を
出
て
翌
二
十

五
日
に
東
大
寺
東
南
院
に
入
る
が
、
二
十
六
日
に
は
和
束
の
鷲
峯
山
金
胎
寺

に
、
さ
ら
に
二
十
七
日
に
笠
置
寺
に
入
っ
た
と
し
て
い
（
33
（
る
。
南
都
の
動
向
に

よ
り
詳
し
い
﹃
笠
置
寺
縁
起
﹄
は
東
南
院
へ
行
幸
し
た
後
、﹁
東
南
院
殿

（
東
大
寺
別
当
聖
尋
（
の
山
道
攝
嶺
院
﹂
を
皇
居
と
し
た
と
記
（
34
（

す
。﹁
山
道
攝

嶺
院
﹂
の
場
所
は
不
（
35
（

明
。
後
醍
醐
が
聖
尋
が
院
主
で
あ
る
東
南
院
に
留
ま
れ

な
か
っ
た
の
は
、
東
大
寺
が
後
醍
醐
支
持
派
と
幕
府
支
持
派
に
分
裂
し
て
い

た
こ
と
に
よ
る
。﹃
笠
置
寺
縁
起
﹄
は
二
十
五
日
夕
に
東
大
寺
衆
徒
が
蜂
起

し
て
後
醍
醐
に
﹁
合
力
﹂
す
べ
き
か
﹁
僉
議
﹂
し
た
と
記
述
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
後
醍
醐
は
東
大
寺
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
鷲
峯
山
を
経
て
笠
置
に

入
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
時
の
﹁
僉
議
﹂
が
幕
府
支
持
派
が
多
数
を
占
め
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
人
物
は
西
室
院
の
﹁
顕
宝
徳（
得
）業

﹂
で
あ
っ

た
。
顕
宝
は
﹃
笠
置
寺
縁
起
﹄
に
よ
る
と
九
月
六
日
に
六
波
羅
の
軍
勢
が
笠

置
寺
を
攻
撃
し
た
際
に
手
の
者
を
案
内
者
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。
顕
宝
に

つ
い
て
岡
見
氏
は
﹃
太
平
記
﹄（
神
田
本
、
毛
利
本
、
天
正
本
（
に
よ
り

﹁
尊
勝
院
西
室
の
院
主
で
関
東
の
一
族
で
あ
っ
た
﹂
と
し
て
い
る
が
、
西
室

は
鎌
倉
末
期
、
東
南
院
や
尊
勝
院
と
並
ぶ
東
大
寺
の
有
力
院
家
で
、
三
面
僧

房
西
室
（
大
井
坊
（
が
院
家
と
し
て
独
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
西
室
と
尊
勝

院
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
院
家
で
あ
る
。
鎌
倉
期
に
お
い
て
西
室
の
代
々
の
院
主

は
藤
原
氏
勧
修
寺
家
葉
室
流
か
ら
出
て
い
（
36
（
る
が
、﹃
太
平
記
﹄
巻
二
﹁
天
下

怪
異
事
﹂
に
﹁
西
室
顕
実
（
宝
（
僧
正
は
関
東
の
一
族
に
て
、
権
勢
の
門

主
﹂
と
見
え
る
よ
う
に
、
鎌
倉
末
期
に
は
﹁
関
東
の
一
族
﹂
で
あ
る
顕
宝
が

西
室
院
主
で
あ
っ
た
。
顕
宝
は
嘉
暦
四
年
七
月
九
日
の
金
沢
貞
顕
書
状
に

﹁
西
室
得
業
﹂
と
し
て
登
場
す
る
人
物
で
、
北
条
（
金
沢
（
貞
顕
の
甥
（
常

葉
時
雄
の
子
（
と
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
（
37
（
る
。
ま
た
、
当
時
、
顕
宝
と
並
ん
で

注
目
さ
れ
る
人
物
に
時
宝
が
い
る
。
時
宝
は
、
正
和
四
年
（
一
三
一
五
（
に

東
大
寺
別
当
信
忠
か
ら
灌
頂
を
受
け
、
元
弘
元
年
の
乱
後
、
東
大
寺
別
当
に
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勧
修
寺
教
寛
が
就
任
し
た
際
、
そ
の
﹁
寺
務
代
﹂
と
な
っ
た
人
物
で
、
尊
勝

院
院
主
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
（
38
（

る
。
尊
勝
院
時
宝
は
北
条
（
赤
橋
（
久
時
の

子
で
、
執
権
北
条
守
時
の
兄
弟
と
推
測
さ
れ
る
人
物
で
あ
（
39
（

る
。
こ
の
よ
う
に

鎌
倉
末
期
の
東
大
寺
に
お
い
て
、
有
力
三
院
家
の
う
ち
尊
勝
院
と
西
室
院
は

北
条
氏
出
身
の
院
主
で
あ
り
、
東
大
寺
別
当
が
東
南
院
聖
尋
で
あ
っ
て
も
惣

寺
集
会
に
お
い
て
後
醍
醐
の
東
大
寺
へ
の
逗
留
が
拒
否
さ
れ
た
の
も
当
然
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
（
40
（

う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
元
弘
元
年
の
乱
に
お
い
て
東
大
寺
は
別
当
聖
尋
の
も
と
に

親
後
醍
醐
で
統
一
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
反
後
醍
醐
で
惣
寺
の

意
志
が
統
一
さ
れ
た
。
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
大
寺
は
こ
の
と

き
の
後
醍
醐
の
﹁
御
願
書
﹂
を
持
ち
出
し
、
恩
賞
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

②
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
﹁
朝
敵
之
滅
亡
、
自
初
至
終
、
莫
不
依
当
寺
・
当

社
之
霊
効
﹂
と
い
う
東
大
寺
の
主
張
を
後
醍
醐
が
た
や
す
く
受
け
入
れ
る
こ

と
は
な
く
、
①
②
条
と
も
に
返
答
が
﹁
追
可
有
御
沙
汰
﹂
と
あ
っ
た
の
も
当

然
の
処
置
で
あ
っ
た
。
否
、
た
だ
ち
に
却
下
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

う
せ
ず
に
返
答
を
延
ば
す
処
置
を
と
っ
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
別
当
東
南
院

聖
尋
の
功
績
に
あ
り
、
よ
り
大
き
な
理
由
と
し
て
東
大
寺
の
国
家
に
占
め
る

位
置
づ
け
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
②
条
の
恩
賞
要
求
に
お
け
る
再
度
の
事

書
部
分
の
以
下
の
文
章
が
東
大
寺
側
の
国
家
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
よ
く
表

し
て
い
る
。

　
　
（
前
略
（
抑
於
当
社
大
菩
薩
者
、
百
王
之
宗
庿
、
八
宗
之
鎭
将
、
不
能

始
而
啓
矣
、
至
伽
藍
本
尊
者
、
天
平
之
昔
草
創
之
古
、
勅
使
橘
右
丞
相

与
知
識
行
基
菩
薩
、
被
奉
仰
冥
助
於
伊
勢
大
神
宮
之
處
、
行
基
■
懇
誠

之
時
、
真
如
日
輪
之
唱
、
新
受
神
託
、
勅
使
帰
参
之
日
、
盧
舎
那
仏
之

告
親
達　

叡
聞
、
因
茲
、
奉
顕
本
願
□
祖
之
内
証
、
被
安
惣
国
分
寺
之

本
仏
（
後
略
（

　
　
（
前
略
（
舎
那
三
尊
之
妙
体
者
、
天
平
草
創
之
古
、
以
天
照
太
神
之
御

本
地
、
可
奉
顕
于
当
寺
之
本
仏
之
旨
、
依　

叡
願
、
行
基
菩
薩
・
左
大

弁
諸
兄
卿
等
、
為　

勅
使
被
伺
申
神
慮
、
依
神
託
、
則
被
奉
顕
盧
舎
那

仏
・
観
音
・
虚
空
蔵
之
三
尊
、
是
天
照
太
神
・
小
屋
根
・
太
玉
三
神
之

御
本
地
也
、
委
細
見
旧
記
（
後
略
（

　

東
大
寺
八
幡
宮
の
八
幡
大
菩
薩
が
百
王
の
宗
庿
（
宗
廟
（
で
あ
る
と
は
、

石
清
水
八
幡
宮
と
同
じ
く
東
大
寺
八
幡
宮
が
王
家
の
宗
廟
で
あ
る
こ
と
、
八

宗
の
鎭
将
で
あ
る
と
は
、
鎮
護
国
家
を
担
う
国
家
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
八

宗
の
守
り
神
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
勅
使
橘
諸
兄

と
行
基
の
伊
勢
神
宮
へ
の
発
遣
と
そ
の
神
託
受
託
は
、
盧
舎
那
仏
・
観
音
菩

薩
・
虚
空
蔵
菩
薩
の
三
尊
が
伊
勢
神
宮
の
天
照
太
神
・
天
小
屋
根
命
・
太
玉

明
神
の
本
地
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
と
の
主
張
で
あ
る
。
東
大
寺
と

伊
勢
神
宮
を
一
体
的
に
考
え
る
思
想
は
十
一
世
紀
後
半
か
ら
形
成
さ
れ
始

め
、
鎌
倉
初
期
の
重
源
の
伊
勢
参
宮
の
時
代
を
経
て
、
鎌
倉
末
期
に
は
強
く

主
張
さ
れ
る
。
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
（
頃
成
立
の
﹃
東
大
寺
記
録
﹄（﹃
東

大
寺
縁
起
﹄（
に
は
そ
の
思
想
が
強
く
表
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
橘
諸
兄
や

行
基
の
伊
勢
神
宮
へ
の
発
遣
と
神
託
の
説
話
が
叙
述
さ
れ
て
い
（
41
（
る
。
事
書
②

条
に
見
え
る
﹁
委
細
見
旧
記
﹂
の
﹁
旧
記
﹂
と
は
﹃
東
大
寺
記
録
﹄
の
こ
と
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寺
社
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と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
東
大
寺
は
伊
勢
神
宮
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
り
国
家
の

始
原
か
ら
国
家
を
鎮
護
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
政
治
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
東
大
寺
の
た
び
重
な
る
強
訴
で
の
主

張
で
あ
り
、
建
武
政
権
発
足
に
あ
た
り
恩
賞
を
要
求
し
た
論
理
も
こ
こ
に
帰

結
し
て
い
る
。

　

次
に
③
条
⑦
条
は
、
兵
庫
嶋
升
米
・
置
石
、
三
箇
津
（
神
崎
・
渡
辺
・
兵

庫
（
の
復
活
を
要
求
す
る
条
文
で
あ
（
42
（

る
。

　

第
一
回
の
事
書
に
お
い
て
、
東
大
寺
は
先
ず
﹁
延
慶
以
来
、
為
当
寺
八
幡

宮
十
箇
條　

勅
願
之
料
所
、
永
代
御
寄
進
之
趣
、
度
々
院
宣
・
綸
旨
等
分
明

也
﹂
と
記
し
、
東
大
寺
の
兵
庫
関
升
米
・
置
石
が
延
慶
年
間
に
東
大
寺
八
幡

宮
に
寄
進
さ
れ
た
由
緒
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
延
慶
元
年
（
一
三
〇
八
（

十
二
月
二
十
七
日
の
伏
見
上
皇
院
宣
に
よ
る
寄
進
と
同
三
年
四
月
二
十
九
日

関
東
御
教
書
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
し
て
い
（
43
（

る
。
そ
の
﹁
勅
願
料

所
﹂
が
元
弘
の
乱
に
よ
っ
て
﹁
土
民
等
﹂
が
﹁
押
申
﹂
す
こ
と
に
よ
っ
て
﹁
是

非
﹂
な
く
所
務
が
﹁
召
放
﹂
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
東
大
寺
は
新
政
権
に
復

活
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
訴
え
に
対
し
て
、
政
権
側
は
﹁
升
米
一

年
分
﹂
を
政
権
に
申
請
す
れ
ば
、﹁
代
所
﹂
を
与
え
る
と
返
答
し
て
い
る
。

　

兵
庫
関
が
停
止
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
第
二
回
目
の
事
書
で
は
﹁
去
六

月
十
五
日
宣
旨
﹂
に
よ
っ
て
﹁
諸
関
﹂
が
停
止
さ
れ
た
事
、﹁
頃
年
以
降

在
々
所
々
、
或
号
津
料
・
関
米
、
或
称
率
分
・
駄
賃
、
租
税
多
責
、
顛
漕
有

煩
、
事
背
舊
章
已
為
新
儀
、
宜
従
停
止
﹂
と
の
宣
旨
の
一
節
か
ら
、
停
止
令

の
対
象
が
﹁
新
関
﹂
で
あ
り
、﹁
古
関
﹂
が
対
象
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
と

し
、
兵
庫
関
が
天
平
年
中
に
行
基
菩
薩
が
建
立
し
、
貞
観
年
中
の
賢
和
大

徳
、
建
久
年
中
の
重
源
和
尚
の
と
き
に
修
築
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
延
慶
元

年
に｢

永
代　

勅
施
﹂
に
及
ん
だ
と
訴
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
三
箇
津
（
神
崎
・
渡
辺
・
兵
庫
関
（
商
船
目
銭
に
つ
い
て
も
、
東

大
寺
の
食
堂
・
西
塔
等
の
﹁
大
事
﹂
の
た
め
に
年
紀
を
限
っ
て
寄
附
さ
れ
て

い
る
と
し
、
造
営
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
没
収
さ
れ
る

の
は
耐
え
が
た
い
と
第
一
回
事
書
で
訴
え
た
が
、
勅
答
は
兵
庫
関
升
米
と
同

じ
く
﹁
代
所
﹂
を
付
け
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
内
容
か
ら
、
周
知
の
と
お
り
建
武
政
権
は
政
権
発
足
後
の
六
月
十

五
日
の
宣
旨
に
よ
っ
て
諸
関
停
止
令
を
発
布
し
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い

た
す
べ
て
の
﹁
諸
関
﹂
を
停
止
し
た
。
東
大
寺
は
﹁
古
関
﹂
は
対
象
外
と
訴

え
て
い
る
が
、﹁
天
下
一
同
之
（
44
（
法
﹂
に
よ
っ
て
﹁
新
関
﹂﹁
古
関
﹂
の
区
別
な

く
す
べ
て
の
関
所
が
停
止
さ
れ
、
東
大
寺
に
は
﹁
代
所
﹂
と
し
て
周
防
国
富

田
庄
地
頭
職
が
与
え
ら
れ
（
45
（
た
。
し
か
し
、
東
大
寺
は
代
所
に
満
足
せ
ず
、
建

武
元
年
十
二
月
に
な
っ
て
も
兵
庫
関
升
米
と
三
箇
津
商
船
目
銭
の
復
活
を
訴

え
て
い
（
46
（
る
。

　

諸
関
停
止
令
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
徳
田
𠝏
一
・
竹
内
理
三
・
相
田
二

郎
・
豊
田
武
・
網
野
善
彦
氏
等
が
言
及
し
て
い
る
と
お
り
、
後
醍
醐
親
政
下

に
発
せ
ら
れ
た
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
（
六
月
十
五
日
の
綸
旨
に
よ
っ
て
、

飢
饉
、
穀
物
価
格
の
騰
貴
を
理
由
に
二
个
月
間
の
時
限
立
法
と
し
て
﹁
諸
関

升
米
幷
兵
庫
関
目
銭
﹂
が
停
止
さ
れ
た
先
例
が
あ
り
、
建
武
政
権
は
そ
の
政
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策
を
継
承
し
、
さ
ら
に
恒
久
的
な
﹁
天
下
一
同
の
（
47
（

法
﹂
と
し
て
発
布
し
、
東

大
寺
な
ど
関
所
を
有
力
財
源
と
し
た
権
門
寺
社
の
抗
議
を
政
権
発
足
時
に
は

受
け
入
れ
な
か
っ
（
48
（

た
。
こ
の
こ
と
は
、
建
武
政
権
に
と
っ
て
寺
社
興
行
政
策

よ
り
流
通
経
済
政
策
が
優
越
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。

　

次
に
、
④
条
⑥
条
の
伊
賀
国
吏
務
職
・
周
防
国
・
肥
前
国
の
復
活
要
求
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　

④
条
で
は
嘉
暦
年
中
に
後
醍
醐
天
皇
に
よ
っ
て
﹁
花
厳
・
三
論
両
宗
三
十

講
料
所
﹂
と
し
て
寄
進
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
没
収
さ
れ
た
こ
と
、
⑥
条

で
は
造
営
料
国
と
し
て
の
肥
前
国
・
周
防
国
に
つ
い
て
、
肥
前
国
は
地
頭
御

家
人
に
よ
っ
て
国
務
が
で
き
て
い
な
い
現
状
を
述
べ
、
周
防
国
に
つ
い
て
は

東
大
寺
再
建
に
あ
た
っ
て
充
て
ら
れ
た
諸
国
の
う
ち
、
周
防
国
が
大
仏
殿
造

営
後
も
東
大
寺
伽
藍
修
造
の
た
め
に
造
営
料
国
と
し
て
充
て
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
述
べ
て
、
東
大
寺
知
行
国
の
没
収
を
停
止
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
の
勅
答
は
﹁
凡
諸
国
平
均
被
停
止
永
代
之
国
司
﹂
と
し
て
、

建
武
政
権
の
政
策
が
周
防
国
だ
け
で
は
な
く
﹁
諸
国
平
均
﹂
の
法
で
あ
り
、

東
大
寺
の
み
を
例
外
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
大

寺
は
第
二
回
の
事
書
で
は
興
福
寺
の
大
和
国
知
行
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
、
秋
の
収
穫
以
前
に
返
付
さ
れ
る
こ
と
を
再
度
訴
え
て
い
る
。

　

建
武
政
権
が
永
代
の
知
行
国
制
度
を
廃
止
す
る
政
策
を
と
っ
た
こ
と
は
、

す
で
に
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
（
49
（
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
永
代
の
知
行

国
廃
止
の｢

諸
国
平
均
﹂
の
法
は
い
つ
発
布
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
時

点
を
知
る
上
で
注
目
す
べ
き
史
料
が
あ
る
。
福
島
金
治
氏
が
注
目
さ
れ
た
よ

う
に
佐
藤
進
一
氏
は
鎌
倉
期
の
佐
渡
国
守
護
を
検
討
し
た
な
か
で
、
元
弘
三

年
七
月
の
佐
渡
国
国
務
を
要
求
す
る
東
大
寺
衆
徒
申
状
の
存
在
を
指
摘
し
て

い
（
50
（

る
。
東
大
寺
衆
徒
の
申
状
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
は
、
鎌
倉
末
期
に
佐
渡
国

の
守
護
・
国
務
を
し
て
い
た
大
仏
貞
通
の
跡
を
没
収
し
た
建
武
政
権
に
対
し

て
、
恩
賞
と
し
て
佐
渡
国
の
国
務
を
要
求
し
た
。
こ
の
佐
渡
国
国
務
の
要
求

が
、
知
行
国
制
廃
止
の
﹁
諸
国
平
均
﹂
の
法
が
発
布
さ
れ
る
前
に
な
さ
れ
た

と
す
る
と
、
知
行
国
制
廃
止
の
法
は
元
弘
三
年
七
月
某
日
以
後
八
月
某
日
ま

で
の
間
に
発
布
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
大
寺
の
第
二
回
目
の
事
書

は
八
月
某
日
で
あ
り
、
知
行
国
肥
前
国
・
周
防
国
・
伊
賀
国
等
の
復
活
を
要

求
し
た
第
一
回
目
の
事
書
の
作
成
時
点
は
七
月
某
日
の
佐
渡
国
要
求
以
降
の

き
わ
め
て
短
い
間
に
な
さ
れ
、
七
月
某
日
か
ら
八
月
某
日
の
間
と
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　

東
大
寺
の
肥
前
・
周
防
・
伊
賀
国
の
継
続
要
求
に
対
し
て
建
武
政
権
は

﹁
追
可
有
御
沙
汰
﹂
と
回
答
を
保
留
し
た
が
、
周
防
国
に
つ
い
て
は
十
月
に

な
っ
て
文
観
と
な
ら
ぶ
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
で
あ
る
法
勝
寺
長
老
恵
鎮
（
円

観
（
を
東
大
寺
大
勧
進
職
に
補
任
し
た
。

　

松
尾
剛
次
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
恵
鎮
の
周
防
国
国
務

は
東
大
寺
の
期
待
す
る
も
の
で
は
な
く
、
早
く
も
翌
建
武
元
年
に
は
周
防
国

の
﹁
正
税
雑
物
﹂
の
ほ
と
ん
ど
が
淀
津
か
ら
京
都
に
運
ば
れ
て
し
ま
い
、
東

大
寺
に
は
わ
ず
か
な
残
り
の
﹁
雑
穀
﹂
が
届
け
ら
れ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
東

大
寺
の
主
張
に
は
誇
張
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
恵
鎮
が
大
勧
進
と
し
て
わ
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ず
か
に
﹁
大
講
堂
北
軒
廊
柱
二
本
﹂
の
修
理
を
し
た
ほ
か
は
、
三
面
僧
房
な

ど
の
伽
藍
修
造
に
ほ
と
ん
ど
手
を
付
け
な
か
っ
た
と
い
う
東
大
寺
の
主
張
は

事
実
と
思
わ
れ
（
51
（

る
。
東
大
寺
は
恵
鎮
の
大
勧
進
職
改
補
を
要
求
し
た
が
、
建

武
政
権
が
こ
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
恵
鎮
が
解
職
さ
れ

戒
壇
院
長
老
で
あ
る
十
達
上
人
俊
才
が
大
勧
進
職
に
補
任
さ
れ
る
の
は
建
武

三
年
六
月
九
日
で
あ
り
、
北
朝
の
光
明
天
皇
が
即
位
し
た
後
、
北
朝
に
よ
っ

て
補
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
（
52
（

た
。

　

畠
山
聡
氏
は
、
恵
鎮
の
周
防
国
経
営
を
論
ず
る
な
か
で
、
周
防
国
阿
弥
陀

寺
に
つ
い
て
の
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
を
受
け
た
造
東
大
寺
長
官
三
条
実
治
の
国

宣
が
、
直
接
目
代
に
対
し
て
出
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
大
勧
進
経
由
で
出
さ

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
大
勧
進
恵
鎮
の
立
場
が
、
鎌
倉
期
に
お
い
て
国
務
上

の
最
上
位
で
あ
っ
た
の
と
異
な
り
、
造
東
大
寺
長
官
で
あ
り
周
防
国
の
国
宣

を
発
給
す
る
立
場
に
あ
っ
た
三
条
実
治
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て

い
（
53
（

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
東
大
寺
は
周
防
国
を
知
行
国
と
し
て
鎌

倉
期
と
同
じ
よ
う
に
復
活
で
き
た
の
で
は
な
く
、
周
防
国
の
国
務
を
行
う
造

東
大
寺
司
三
条
実
治
の
下
で
大
勧
進
恵
鎮
が
国
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
周
防
国
の
正
税
の
す
べ
て
を
東
大
寺
造
営
料
と
し
て
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
東
大
寺
の
認
識
は
、﹁
永
代
の
国
司
﹂
を
否
定

す
る
建
武
政
権
の
意
図
が
十
分
理
解
で
き
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
建
武
政
権
は
東
大
寺
大
勧
進
に
恵
鎮
を
任
命
し
た
が
、
そ
れ
は
東
大
寺

の
要
求
に
あ
る
﹁
永
代
﹂
の
造
営
料
国
（
知
行
国
（
と
し
て
の
周
防
国
を
認

め
た
も
の
で
は
な
く
、﹁
周
防
国
司
﹂
の
下
で
国
務
を
請
け
負
う
大
勧
進
の

補
任
で
あ
っ
た
。
畠
山
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
建
武
元
年
一
月
の
大
内
裏

造
営
計
画
に
お
い
て
周
防
・
安
芸
両
国
の
正
税
が
造
営
料
に
充
て
ら
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
決
定
に
よ
っ
て
東
大
寺
大
勧
進
恵
鎮
が
罷
免
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
周
防
国
正
税
が
年
貢
と
し
て
わ
ず
か
で
は
あ
れ
、
東
大
寺
に
納
め
ら

れ
て
い
る
。
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
恵
鎮
は
周
防
国
正
税
を
私
的
に
流
用
し

た
の
で
は
な
く
、
大
内
裏
造
営
用
途
と
し
て
淀
津
か
ら
京
都
に
送
っ
た
の
で

あ
る
。
周
防
国
の
国
務
は
国
司
の
下
で
東
大
寺
大
勧
進
恵
鎮
に
よ
っ
て
請
負

わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
東
大
寺
造
営
料
国
と
し
て
こ
れ
ま
で
通
り
﹁
永
代
の
知

行
﹂
を
認
め
る
も
の
で
は
な
く
、
東
大
寺
造
営
以
外
の
用
途
に
も
正
税
（
年

貢
（
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
勧
進
恵
鎮
の
任
命
は
、

﹁
諸
国
平
均
﹂
の
法
と
し
て
の
知
行
国
停
止
政
策
が
、
東
大
寺
側
か
ら
の
強

い
復
活
要
求
に
よ
っ
て
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
も
評
価
で
き
る
が
、
そ

れ
は
東
大
寺
が
独
占
す
る
造
営
料
国
の
復
活
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
の
で
あ
（
54
（

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
④
条
で
東
大
寺
は
伊
賀
国
﹁
吏
務
職
﹂
復
活
を
要
求
し
て
い

る
。
伊
賀
国
は
周
防
や
肥
前
と
異
な
り
造
営
料
国
で
は
な
く
、
後
醍
醐
天
皇

に
よ
っ
て
嘉
暦
三
年
に
華
厳
・
三
論
両
宗
の
三
十
講
料
所
と
し
て
東
大
寺
に

寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
（
55
（
る
。
④
条
で
は
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
寄
進
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
、
そ
れ
が
同
じ
後
醍
醐
天
皇
に
よ
っ
て
﹁
召
放
﹂
れ
た
こ
と
を

嘆
い
て
い
る
が
、
建
武
政
権
に
よ
る
収
公
以
前
に
、
す
で
に
伊
賀
国
は
後
伏

見
院
政
下
で
東
大
寺
の
手
か
ら
離
れ
て
い
る
。

　

元
弘
二
年
三
月
十
一
日
の
東
大
寺
衆
徒
重
申
状
（
第
三
度
の
申
状
（
は
伊
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賀
国
の
国
務
の
由
来
を
述
べ
、
後
醍
醐
親
政
期
に
寄
進
さ
れ
た
﹁
伊
州
一
国

之
吏
務
﹂
が
後
伏
見
院
政
へ
の
代
替
わ
り
に
よ
っ
て
﹁
召
放
﹂
れ
た
こ
と
に

抗
議
し
、
院
宣
に
よ
っ
て
返
付
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
（
56
（

る
。
こ

れ
に
関
連
す
る
年
未
詳
十
一
月
十
九
日
の
﹁
西
室
殿
﹂（
顕
宝
と
推
定
さ
れ

る
（
の
書
状
案
は
、﹁
大
礼
御
訪
用
途
﹂、
す
な
わ
ち
光
厳
天
皇
践
祚
大
嘗
会

用
途
の
費
用
を
兵
庫
関
の
﹁
関
方
﹂
沙
汰
か
ら
﹁
伊
州
国
務
﹂
に
充
て
ら
れ

た
が
、﹁
先
年
御
寄
進
之
地
﹂（
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
寄
進
地
（
を
﹁
召
改
﹂

る
こ
と
は
﹁（
去
年
（
五
月
以
後
之
制
法
﹂
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

伊
賀
国
の
寄
進
は
そ
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
し
て
、
伊
州
国
務
を
返
還
さ

れ
た
い
と
伝
え
て
い
（
57
（
る
。
こ
の
書
状
案
に
は
一
部
文
意
が
解
釈
し
づ
ら
い
点

が
あ
る
が
、
伊
賀
国
務
を
召
し
大
嘗
会
御
訪
用
途
に
充
て
る
決
定
は
﹁
関

東
﹂（
幕
府
（
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

東
大
寺
は
前
政
権
に
よ
る
伊
賀
国
務
収
公
を
回
復
す
る
こ
と
な
く
建
武
政

権
発
足
を
迎
え
た
が
、
結
局
、
国
務
は
返
還
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

さ
て
、
最
後
に
第
⑤
条
の
美
濃
国
茜
部
庄
地
頭
職
に
つ
い
て
の
東
大
寺
の

要
求
に
つ
い
て
触
れ
て
お
（
58
（
く
。
東
大
寺
は
茜
部
庄
の
由
来
を
述
べ
、
鎌
倉
期

に
お
い
て
地
頭
長
井
氏
の
地
頭
請
に
よ
っ
て
年
貢
が
抑
留
さ
れ
て
き
た
こ

と
、
そ
の
未
進
年
貢
が
四
十
万
疋
に
累
積
し
、
訴
訟
に
よ
っ
て
つ
い
に
去
年

（
正
慶
元
年
（
正
地
頭
長
井
高
冬
が
地
頭
代
の
年
貢
未
進
を
認
め
た
こ
と
を

挙
げ
、
長
井
氏
が
地
頭
職
を
去
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
の
要
求
に
対
す
る

勅
答
は
、
こ
れ
も
﹁
追
可
有
御
沙
汰
﹂
と
い
う
回
答
を
保
留
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
東
大
寺
は
第
二
回
の
事
書
で
長
井
高
冬
が
建
武
政
権
に
﹁
当
参
﹂

し
て
い
る
の
で
子
細
を
問
う
て
急
ぎ
沙
汰
し
て
ほ
し
い
と
要
求
し
て
い
る
。

地
頭
長
井
氏
は
鎌
倉
幕
府
や
六
波
羅
探
題
の
評
定
衆
を
勤
め
た
幕
府
有
力
御

家
人
で
あ
っ
た
が
、﹁
当
参
﹂
と
あ
る
よ
う
に
高
冬
は
建
武
政
権
に
参
加

し
、
こ
の
後
、
雑
訴
決
断
所
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
（
59
（

る
。
東
大
寺
は
鎌
倉
中

期
以
降
、
地
頭
の
年
貢
抑
留
を
幕
府
・
六
波
羅
に
訴
え
て
い
た
が
、
幕
府
滅

亡
に
よ
っ
て
こ
こ
に
よ
う
や
く
長
年
の
案
件
を
解
決
す
る
機
会
が
訪
れ
た
。

地
頭
長
井
高
冬
が
建
武
政
権
の
一
員
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
頭
職

は
北
条
氏
所
領
の
よ
う
に
た
だ
ち
に
没
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
東
大
寺
は

鎌
倉
末
期
の
幕
府
の
裁
許
を
根
拠
に
政
権
に
対
し
て
改
め
て
地
頭
職
の
停
止

を
要
求
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
訴
え
の
結
果
、
元
弘
三
年
十
一
月
九

日
の
綸
旨
に
よ
っ
て
地
頭
職
が
東
大
寺
に
与
え
ら
れ
、
翌
建
武
元
年
に
茜
部

庄
の
﹁
御
事
書
﹂
と
﹁
興
行
目
録
﹂
が
東
大
寺
に
下
さ
れ
、
年
貢
の
半
分
を

百
口
学
生
供
料
な
ど
に
、
半
分
を
華
厳
・
三
論
両
宗
御
談
義
料
足
な
ど
に
充

て
る
こ
と
、
学
侶
の
一
二
三
臈
が
管
領
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
（
60
（
る
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
政
権
側
が
地
頭
職
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
後
の
茜
部
庄
の
荘
務
に
つ
い
て
事
書
を
与
え
て
、
年
貢
の
半
分
を
百
口

学
生
供
料
、
春
転
読
大
般
若
経
、
秋
被
読
金
剛
般
若
経
に
充
て
、
半
分
を
華

厳
・
三
論
両
宗
御
談
義
料
足
、
春
秋
二
季
各
打
集
琬
磨
宗
義
に
充
て
る
こ
と

を
規
定
し
、
所
務
を
東
大
寺
に
住
寺
す
る
学
侶
の
一
二
三
臈
が
管
領
す
る
こ

と
と
定
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
東
大
寺
に
対
す
る
年
貢
の
使
途
と

所
務
担
当
者
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
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あ
っ
た
。
こ
こ
に
建
武
政
権
の
特
殊
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
（
61
（

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
東
大
寺
は
建
武
政
権
発
足
後
ま
も
な
く
政
権
に
対
し
て

二
度
に
わ
た
っ
て
要
求
を
繰
り
返
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
雑
訴
決
断
所
な

ど
の
組
織
が
成
立
す
る
前
段
階
の
政
権
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
﹁
勅
答
﹂
と
し

て
多
く
の
要
求
を
﹁
追
可
有
御
沙
汰
﹂
と
し
て
回
答
を
留
保
し
た
。
そ
の

後
、
建
武
政
権
は
永
代
の
知
行
国
否
定
の
政
策
を
修
正
し
、
周
防
国
に
つ
い

て
は
造
東
大
寺
司
の
下
に
国
務
を
請
負
う
大
勧
進
職
を
置
き
、
後
醍
醐
の
側

近
で
あ
る
律
僧
恵
鎮
（
円
観
（
を
補
任
し
た
。
ま
た
、
雑
訴
決
断
所
の
構
成

員
長
井
高
冬
の
茜
部
庄
地
頭
職
を
停
止
し
、
東
大
寺
の
一
円
支
配
を
認
め

た
。
兵
庫
関
な
ど
の
関
所
に
つ
い
て
は
当
初
、
代
所
を
与
え
る
対
応
を
し
、

さ
ら
に
建
武
二
年
に
な
っ
て
置
石
を
東
大
寺
に
返
還
し
た
が
、
升
米
・
目
銭

に
つ
い
て
は
返
還
に
応
じ
な
か
っ
（
62
（
た
。

（
2
）
興
福
寺

　

先
ず
元
弘
元
年
に
倒
幕
の
た
め
後
醍
醐
天
皇
が
笠
置
寺
に
立
て
籠
も
っ
た

際
、
興
福
寺
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
か
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。﹃
笠

置
寺
縁
起
﹄
に
よ
れ
ば
元
弘
元
年
の
後
醍
醐
天
皇
の
笠
置
潜
幸
と
倒
幕
の
挙

兵
に
あ
た
っ
て
、
興
福
寺
は
八
月
二
十
六
日
に
衆
徒
が
蜂
起
し
、﹁
こ
の
内

裏
日
来
当
寺
御
哀
憐
の
儀
な
し
。
い
か
で
か
合
力
し
奉
る
べ
き
と
て
、
京
都

の
落
人
入
お
ら
ん
輩
に
お
い
て
は
罪
科
を
く
は
ゆ
べ
き
の
よ
し
、
七
郷
な
ら

び
に
両
院
家
の
御
領
内
悉
相
触
畢
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
後
醍
醐
に
与
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
九
月
五
日
に
は
大
乗
院
門
主
（
考
覚
（
に
対
し
て
武
家

（
六
波
羅
（
か
ら
使
者
（
真
性
・
家
景
（
が
﹁
笠
置
寺
凶
徒
対
治
﹂
の
要
請

を
行
い
、
大
乗
院
は
そ
の
要
請
に
応
じ
、
ま
た
、
衆
徒
も
金
堂
で
僉
議
を
行

い
東
西
両
金
堂
衆
や
国
民
に
そ
の
旨
を
下
知
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
興
福
寺

に
お
け
る
動
員
兵
力
に
は
﹁
衆
徒
若
徒
党
﹂﹁
両
院
家
の
御
房
人
﹂
が
あ
っ

た
が
、
と
く
に
そ
の
中
心
に
は
大
乗
院
方
の
武
者
（
御
房
人
（
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
（
九
月
九
日
、
十
一
日
条
（。

　

こ
の
よ
う
に
興
福
寺
が
反
後
醍
醐
の
立
場
に
立
っ
た
の
は
、
嘉
暦
の
南
都

合
戦
に
お
け
る
後
醍
醐
の
介
入
に
原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

元
弘
元
年
の
乱
の
後
、
幕
府
は
興
福
寺
に
対
し
、
お
そ
ら
く
恩
賞
と
し
て

平
田
庄
地
頭
職
を
寄
進
し
（
63
（
た
。

　
﹃
笠
置
寺
縁
起
﹄
に
よ
れ
ば
、
元
弘
三
年
の
後
醍
醐
の
挙
兵
に
あ
た
っ

て
、
興
福
寺
は
護
良
親
王
の
軍
勢
（
大
将
中
院
少
将
定
平
（
に
よ
っ
て
占
領

さ
れ
、
大
乗
院
（
禅
定
院
（
に
隣
接
す
る
西
方
院
に
本
陣
が
置
か
れ
、
六
月

五
日
に
着
到
を
受
け
て
い
る
。﹃
笠
置
寺
縁
起
﹄
は
、
笠
置
寺
の
衆
徒
と
興

福
寺
衆
徒
と
の
間
で
三
月
二
十
三
日
に
奈
良
の
野
田
口
に
お
い
て
合
戦
が
あ

り
、
東
大
寺
、
興
福
寺
に
隣
接
す
る
野
田
郷
の
在
家
が
焼
き
払
わ
れ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
同
じ
く
﹃
笠
置
寺
縁
起
﹄
は
、
敗
北
し
た
幕
府
軍
の
将
、

長
崎
四
郎
左
衛
門
高
貞
や
二
階
堂
出
羽
入
道
道
蘊
ら
が
出
家
入
道
し
て
﹁
招

提
寺
、
西
大
寺
、
般
若
寺
、
白
毫
寺
等
之
長
老
﹂
に
伴
わ
れ
て
、
一
乗
院
か

ら
西
方
院
に
移
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
律
宗
寺
院
の
長
老
が
果
た
し
た

役
割
も
興
味
深
い
が
、
幕
府
方
の
武
将
が
当
初
一
乗
院
に
い
た
こ
と
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。
大
乗
院
が
反
後
醍
醐
の
先
頭
に
立
っ
た
の
に
対
し
て
、
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一
乗
院
は
そ
の
行
動
と
一
線
を
画
し
た
よ
う
で
あ
る
。
幕
府
方
の
武
将
は
幕

府
方
に
与
同
し
た
大
乗
院
で
は
な
く
一
乗
院
に
お
い
て
出
家
し
て
降
参
し

た
。
一
乗
院
門
主
覚
実
は
、
そ
の
後
建
武
政
権
に
よ
っ
て
興
福
寺
別
当
に
補

任
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

以
上
の
元
弘
の
乱
に
お
け
る
興
福
寺
の
動
向
は
、
建
武
政
権
の
発
足
に

よ
っ
て
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
、
大
乗
院
門
主
に
対
し
て
は
元
弘

三
年
六
月
二
十
七
日
の
綸
旨
で
﹁
大
乗
院
門
跡
幷
御
領
検
断
職
管
領
不
可
有

相
違
﹂
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
権
限
を
安
堵
し
（
64
（

た
。
建
武
政
権
は
南
都
の
中

心
で
あ
る
興
福
寺
の
秩
序
を
保
つ
こ
と
を
優
先
し
、
幕
府
方
に
与
し
た
大
乗

院
門
跡
に
対
す
る
所
領
没
収
な
ど
の
処
分
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
（
65
（

る
。
興
福
寺
の
政
治
的
中
心
は
、
別
当
に
就
任
し
た
一
乗
院
に
移
っ
た
。

　

建
武
元
年
五
月
に
は
金
峯
山
寺
吉
水
院
院
主
真
遍
の
寺
領
文
書
紛
失
に
対

す
る
紛
失
状
作
成
に
あ
た
り
、
大
和
国
の
所
領
分
に
つ
い
て
の
当
知
行
を
証

す
る
金
峯
山
寺
衆
徒
の
請
文
を
添
え
て
興
福
寺
別
当
一
乗
院
僧
正
覚
実
が
建

武
政
権
に
申
し
入
れ
、
九
月
四
日
に
は
使
庁
の
官
人
に
よ
る
紛
失
証
判
を
得

て
い
（
66
（
る
。

　

興
福
寺
別
当
は
大
和
一
国
の
国
主
と
し
て
金
峯
山
寺
の
紛
失
状
作
成
に
あ

た
り
、
建
武
政
権
へ
の
仲
介
を
し
て
い
（
67
（
る
。

　

同
年
七
月
に
は
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
（
の
興
福
寺
合
戦
に
よ
っ
て
焼
亡

し
た
伽
藍
の
造
営
を
命
ず
る
七
月
十
七
日
の
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
と
事
書
が
出

さ
れ
、
近
衛
経
忠
の
長
者
宣
に
よ
っ
て
別
当
に
充
て
て
施
行
さ
れ
て
い
（
68
（
る
。

建
武
政
権
が
示
し
た
事
書
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

興
福
寺
造
営
條
々

　
　

一
、
造
寺
長
官
被
仰
右
大
弁
宰
相
清
忠
卿
事

　
　

一
、
明
年
十
月
以
前
造
畢
之
様
、
被
付
合
期
之
料
足
、
可
有
其
沙
汰
事

　
　

一
、
大
和
国
段
米
所
寄
造
営
料
足
也
、
不
論
権
門
勢
家
神
社
仏
寺
領
、

為
平
均
之
課
役
、
可
致
其
沙
汰
、
其
子
細
所
被
仰
西
大
・
招
提
両
寺

也
、
且
可
令
存
知
事

　
　

一
、
当
寺
造
営
之
時
、
寺
僧
等
毎
度
令
合
力
歟
、
今
度
殊
可
被
終
速
疾

之
功
上
者
、
両
院
家
・
僧
綱
・
学
侶
以
下
尤
超
先
規
可
致
贔（
屓
（事

　
　

一
、
就
造
営
事
、
可
有　

奏
聞
之
篇
目
、
帯
寺
務
挙
状
、
付
長
官
可
申

入
事

　

造
興
福
寺
長
官
に
右
大
弁
坊
門
清
忠
を
補
任
（
69
（

し
、
来
年
ま
で
に
造
営
を
終

わ
る
こ
と
、
そ
の
料
足
と
し
て
大
和
国
段
米
を
充
て
、
そ
の
沙
汰
を
西
大
寺

と
唐
招
提
寺
の
両
律
宗
寺
院
に
担
当
さ
せ
る
こ
と
、
造
営
に
あ
た
り
寺
僧
の

協
力
を
求
め
、
大
乗
院
と
一
乗
院
の
両
院
家
や
僧
綱
・
学
侶
に
は
﹁
贔
屓
﹂

（
な
ん
ら
か
の
恩
賞
（
を
与
え
る
こ
と
、
造
営
に
つ
い
て
の
奏
聞
は
興
福
寺

別
当
の
挙
状
を
得
て
造
興
福
寺
長
官
に
対
し
て
付
け
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。
興
福
寺
造
営
は
鎌
倉
後
期
以
来
、
西
大
寺
と
唐
招
提
寺
の
両
律
家
が
奉

行
す
る
大
和
国
の
一
国
平
均
役
で
あ
る
土
打
段
米
、
土
打
段
銭
で
ま
か
な
わ

れ
る
の
が
慣
例
と
な
っ
て
い
（
70
（
た
。
そ
の
体
制
を
建
武
政
権
も
踏
襲
し
て
い

る
。
注
目
す
べ
き
は
政
権
と
興
福
寺
と
の
命
令
伝
達
経
路
に
氏
長
者
を
介
さ

な
い
と
定
め
た
こ
と
で
あ
り
、
造
興
福
寺
長
官
が
直
接
、
興
福
寺
造
営
を
指

揮
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
建
武
政
権
は
興
福
寺
造
営
に
本
格
的
に
乗
り
出
そ
う
と
し
た

が
、
翌
年
に
は
興
福
寺
は
政
権
に
対
し
て
強
訴
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

建
武
二
年
六
月
二
十
日
、
興
福
寺
衆
徒
は
春
日
神
木
を
木
津
に
移
し
（
71
（

た
。

原
因
は
楠
正
成
が
興
福
寺
領
の
井
水
に
対
し
て
﹁
違
乱
悪
行
﹂
し
た
か
ら
と

い
（
72
（

う
。
興
福
寺
は
強
訴
に
与
同
す
る
こ
と
を
東
大
寺
に
求
め
た
が
、
東
大
寺

は
同
意
し
な
か
っ
た
。
同
年
六
月
二
十
三
日
に
は
﹁
強
訴
与
同
﹂
を
禁
ず
る

﹁
御
事
書
﹂
を
伝
え
る
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
が
東
大
寺
別
当
聖
珍
に
下
さ
れ

て
い
（
73
（

る
。
六
月
二
十
五
日
の
東
大
寺
年
預
五
師
顕
寛
の
書
状
に
よ
れ
ば
、
こ

の
﹁
御
事
書
﹂
に
は
﹁
興
福
寺
衆
徒
等
背
厳
制
、
嗷
訴
狼
戻
之
余
、
有
牒
送

当
寺
子
細
之
由
、
有
其
聞
、
両
寺
嗷
訴
、
縦
雖
及
神
輿
・
神
木
之
遷
座
、
於

有
相
互
与
同
之
企
者
、
狼
藉
超
常
篇
者
歟
﹂
と
い
う
文
言
が
含
ま
れ
て
い

た
。
強
訴
禁
止
は
後
宇
多
院
政
・
後
醍
醐
親
政
期
か
ら
の
基
本
政
策
で
あ

り
、
建
武
政
権
は
そ
の
政
策
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
（
74
（
る
。
東
大
寺
惣

寺
は
﹁
満
寺
衆
議
﹂
に
よ
っ
て
興
福
寺
の
依
頼
に
与
同
し
な
い
こ
と
を
決
定

し
、
こ
の
決
定
を
別
当
聖
珍
を
通
し
て
奏
聞
す
る
よ
う
聖
珍
の
坊
官
庁
務
法

眼
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

興
福
寺
は
東
大
寺
を
強
訴
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
失
敗
し
た
が
、
建
武
政

権
に
対
し
て
敵
対
す
る
行
動
を
と
り
続
け
た
。
同
年
七
月
三
日
法
勝
寺
に
お

い
て
白
河
法
皇
の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
法
華
八
講
が
修
さ
れ
、
四
箇
大
寺

（
東
大
寺
・
興
福
寺
・
延
暦
寺
・
園
城
寺
（
の
僧
が
参
加
を
要
請
さ
れ
た

が
、
ひ
と
り
興
福
寺
の
み
は
強
訴
の
件
に
よ
っ
て
要
請
に
応
じ
な
か
っ
（
75
（
た
。

　

そ
の
後
、
強
訴
に
与
同
せ
ず
、
法
勝
寺
に
参
勤
し
た
東
大
寺
に
対
し
て
、

興
福
寺
は
東
大
寺
へ
の
﹁
発
向
﹂
と
い
う
軍
事
的
行
動
に
出
た
。
東
大
寺
文

書
に
は
い
く
つ
か
こ
の
﹁
興
福
寺
発
向
﹂
に
関
す
る
史
料
が
残
さ
れ
て
い

る
。
以
下
に
東
大
寺
側
か
ら
見
た
事
件
の
様
相
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

　

同
年
七
月
二
十
日
、
興
福
寺
は
東
大
寺
を
襲
撃
し
、
東
南
院
・
西
南
院
・

西
室
以
下
の
諸
院
・
諸
坊
を
破
却
し
、
放
火
し
（
76
（

た
。
東
大
寺
は
そ
れ
以
前
か

ら
興
福
寺
発
向
に
た
い
し
て
警
戒
し
、
末
寺
で
あ
る
笠
置
寺
や
光
明
山
寺
に

連
絡
し
て
い
た
が
、
二
十
日
の
発
向
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

翌
二
十
一
日
辰
刻
に
は
興
福
寺
衆
徒
が
東
大
寺
を
襲
っ
た
が
、
そ
の
軍
勢
は

一
乗
院
僧
正
（
覚
実
（
の
命
令
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
﹁
楢
原
・
吐
田
以
下

之
国
民
﹂﹁
一
乗
院
被
官
之
坊
人
﹂﹁
六
方
衆
﹂
で
あ
っ
た
。
度
重
な
る
興
福

寺
衆
徒
の
襲
来
に
よ
っ
て
、
東
大
寺
は
政
権
に
武
士
の
奈
良
派
遣
を
要
請

し
、﹁
老
若
﹂
が
﹁
山
林
に
交
わ
る
﹂
す
な
わ
ち
、
東
大
寺
を
放
棄
し
て
逃

散
す
る
と
い
う
行
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
（
77
（
る
。

　

そ
の
後
、
建
武
政
権
が
こ
の
事
件
に
対
し
て
両
寺
に
対
し
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
翌
延
元
元
年
（
建
武
三
年
（
の
東
大

寺
衆
徒
申
状
で
は
政
権
が
﹁
当
寺
一
類
之
衆
徒
、
聊
有
不
義
﹂
と
し
東
大
寺

側
の
主
張
を
受
け
付
け
ず
﹁
当
寺
乍
含
鬱
陶
、
所
令
送
旬
月
﹂
っ
た
と
記
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
に
対
し
て
厳
し
い
処
置
を
し
た
と
思
わ
れ
（
78
（
る
。

東
大
寺
に
対
す
る
処
置
が
厳
し
か
っ
た
理
由
は
、
興
福
寺
発
向
事
件
だ
け
で

な
く
、
西
室
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
事
件
が
絡
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

建
武
二
年
九
月
十
六
日
の
綸
旨
に
よ
り
東
大
寺
西
室
院
領
を
﹁
方
々
之
濫

妨
﹂
を
停
止
し
、
元
の
ご
と
く
管
領
す
る
よ
う
﹁
左
衛
門
督
僧
都
﹂
に
安
堵
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し
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
付
の
綸
旨
で
は
聖
秀
得
業
、
賢
幸
得
業
、
春
宝
の

召
喚
命
令
を
別
当
聖
珍
法
親
王
に
伝
え
て
い
（
79
（

る
。
し
か
し
、
十
月
十
五
日
に

も
綸
旨
で
催
促
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
大
寺
側
は
彼
ら
の
召
喚
に
応
じ

な
か
っ
（
80
（

た
。
十
月
二
十
一
日
に
は
東
大
寺
八
幡
宮
の
三
所
の
神
輿
を
大
仏
殿

に
遷
座
し
、
閉
門
す
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
（
81
（

た
。
こ
の
東
大
寺
の
強
訴
は
東

大
寺
内
部
の
分
裂
行
動
、
す
な
わ
ち
信
聴
僧
都
が
東
大
寺
衆
徒
の
京
都
へ
の

列
参
訴
訟
に
対
し
て
、﹁
自
科
﹂
を
塞
ぐ
た
め
に
衆
徒
の
主
張
を
﹁
一
類
別

心
之
骨
頂
﹂﹁
朝
家
陰
謀
之
所
存
﹂
で
あ
る
と
﹁
掠
申
﹂
し
た
こ
と
に
対
し

て
の
対
抗
措
置
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
信
聴
僧
都
と
は
、
先
に
西
室
院
領

の
管
領
を
安
堵
さ
れ
た
﹁
左
衛
門
督
僧
都
﹂
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
（
82
（
る
。
大
仏

殿
閉
籠
の
強
訴
を
行
っ
た
衆
徒
は
、
信
聴
僧
都
の
西
室
管
領
を
支
持
せ
ず
、

信
聴
と
対
立
し
た
聖
秀
・
賢
幸
を
支
持
し
た
。
建
武
政
権
は
東
大
寺
衆
徒
の

行
動
を
﹁
朝
家
陰
謀
﹂
と
し
、
再
び
召
符
を
東
大
寺
に
下
し
た
が
、
満
寺
の

衆
徒
は
信
聴
僧
都
を
﹁
停
廃
﹂
し
遠
島
に
す
る
こ
と
を
誓
約
し
﹁
一
朱
之
神

水
﹂
に
及
ん
（
83
（
だ
。
翌
月
閏
十
月
二
日
、
雑
訴
決
断
所
は
西
室
領
の
伊
賀
国
薦

生
庄
・
出
作
庄
が
聖
秀
・
賢
幸
に
よ
っ
て
濫
妨
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
西
室

雑
掌
を
現
地
に
沙
汰
付
け
し
、
決
断
所
で
糺
決
す
る
た
め
彼
ら
を
召
し
出
す

よ
う
伊
賀
国
に
命
じ
て
い
（
84
（
る
。

　

東
大
寺
西
室
院
主
は
元
弘
の
乱
以
前
、
顕
宝
で
あ
り
、
そ
の
後
、
顕
宝
は

没
落
（
85
（
し
、
そ
の
後
を
信
聴
僧
都
が
継
承
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
東
大

寺
惣
寺
内
部
で
は
信
聴
へ
の
安
堵
を
認
め
な
い
勢
力
が
多
数
を
占
め
て
い
た

と
思
わ
れ
、
つ
い
に
衆
徒
の
強
訴
、
大
仏
殿
閉
籠
に
事
態
は
進
行
し
た
。
興

福
寺
の
強
訴
へ
の
与
同
問
題
、
興
福
寺
に
よ
る
東
大
寺
襲
撃
か
ら
事
態
は
進

行
し
、
東
大
寺
内
部
の
分
裂
、
強
訴
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
強
訴
は
先
に

指
摘
し
た
よ
う
に
政
権
が
禁
止
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
東
大
寺

は
興
福
寺
と
と
も
に
政
権
と
敵
対
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
検
討
し
た
よ
う
に
建
武
二
年
に
は
興
福
寺
、
そ
し
て
東
大
寺
の
強

訴
が
続
け
て
発
生
し
、
南
都
の
混
乱
は
極
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
南
都
に
対

し
て
北
嶺
の
延
暦
寺
及
び
園
城
寺
に
対
す
る
政
策
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か

を
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
が
、
両
寺
の
動
向
は
史
料
的
制
約
に
よ
り
論
ず
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
建
武
二
年
の
東
大
寺
の
一
連
の
事
件
に
関
す
る
史
料
で
は
、

建
武
政
権
、
東
大
寺
別
当
、
年
預
五
師
間
で
の
文
書
の
授
受
か
ら
、
文
書
授

受
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
興
味
深
い
事
実
が
見
ら
れ
る
。

　
﹇
別
表
﹈
は
一
連
の
文
書
の
文
書
名
、
差
出
者
、
宛
所
な
ど
に
つ
い
て
表

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
は
以
下
の
文
書
伝
達
経
路
が
指
摘
で
き

る
。

　
（
イ
（
後
醍
醐
天
皇
↓
造
東
大
寺
長
官
三
条
実
治
↓
東
大
寺
別
当
の
房
官

↓
東
大
寺
別
当
聖
珍
法
親
王

　

建
武
政
権
の
命
令
は
後
醍
醐
天
皇
の
意
志
と
し
て
綸
旨
で
行
わ
れ
る
。
綸

旨
の
奉
者
は
造
東
大
寺
長
官
三
条
実
治
が
な
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
綸
旨
を

東
大
寺
別
当
に
下
す
場
合
、
そ
の
側
近
で
あ
る
房
官
、
庁
務
に
宛
て
て
下
さ

れ
る
。
①
⑬
⑭
⑮
⑯
が
そ
の
事
例
で
あ
る
。
別
当
聖
珍
の
房
官
に
は
①
の
左

衛
門
督
僧
都
と
⑬
⑯
の
大
納
言
阿
闍
梨
が
見
え
る
。
左
衛
門
督
僧
都
は
⑮
に
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十
九

年
月
日

文
書
名

差
出
者

宛　

所

内　

容

端
裏
書
に
み
る
文
書
名
等

東
大
寺
文
書
番
号

伝
達
先

①
（
建
武
2
（6
月
23
日

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

参
議
実
治

左
衛
門
督
僧
都
御
房

興
福
寺
嗷
訴
の
こ
と

﹁
綸
旨
案
﹂

2003/1/23

東
大
寺
別
当
法
親
王
聖
珍

②
（
建
武
2
（6
月
25
日

年
預
五
師
顕
寬
書
状
案

年
預
五
師
顕
寬

庁
務
法
眼
御
房

興
福
寺
嗷
訴
に
与
同
し
な

い
こ
と

﹁
寺
請
文
﹂

大
日
本
古
文
書
東
大

寺
文
書
三
、844

後
醍
醐
天
皇

③
（
建
武
2
（7
月
8
日

信
重
書
状

信
重

年
預
五
師
御
房

興
福
寺
発
向
の
こ
と

﹁
越
後
阿
闍
梨
﹂﹁
綸
旨
﹂

1 ‒25 ‒264

④
（
建
武
2
（7
月
18
日

信
重
書
状

信
重

な
し

興
福
寺
発
向
に
つ
き
交
名

を
注
進
せ
よ

﹁
信
重
﹂

4 ‒131

⑤
（
建
武
2
（7
月
21
日

年
預
五
師
顕
寬
書
状
案

年
預
五
師
顕
寬

樋
口
殿
人
々
御
中

興
福
寺
発
向
の
こ
と
を
奏

聞
さ
れ
た
い

﹁
付
長
官
書
上
﹂

4 ‒145

後
醍
醐
天
皇

⑥
（
建
武
2
（7
月
21
日

年
預
五
師
顕
寬
書
状
案

年
預
五
師
顕
寬

樋
口
殿
人
々
御
中

興
福
寺
発
向
の
こ
と
を
奏

聞
さ
れ
た
い

﹁
遣
長
官
状
土
代
﹂

4 ‒90

後
醍
醐
天
皇

⑦
（
建
武
2
（7
月
21
日

年
預
五
師
顕
寬
言
上
状
案

年
預
五
師
顕
寬

樋
口
殿
人
々
御
中

興
福
寺
発
向
の
詳
細

﹁
付
長
官
書
上
土
代
﹂

大
日
本
史
料
六
編
一

建
武
2
年
7
月
21
日

後
醍
醐
天
皇

⑧
（
建
武
2
（7
月
22
日

年
預
五
師
顕
寬
書
状
案

年
預
五
師
顕
寬

樋
口
殿
人
々
御
中

興
福
寺
発
向
に
つ
き
武
士

の
派
遣
を
要
請

﹁
付
長
官
﹂

3 ‒12 ‒93

⑨
（
建
武
2
（8
月
4
日

年
預
五
師
顕
寬
書
状
案

年
預
五
師
顕
寬

な
し

朝
廷
追
討
祈
祷
の
こ
と
。

興
福
寺
発
向
の
こ
と
。

﹁
朝
敵
追
討
御
祈
祷
請

文
土
代
﹂

4 ‒149

⑩
（
建
武
2
（8
月
10
日

寺
官
等
書
状
案

寺
官
等

庁
務
法
眼
御
房

朝
廷
追
討
祈
祷
の
こ
と
。

興
福
寺
発
向
の
こ
と
。

﹁
寺
官
等
請
文
土
代
﹂

3 ‒1 ‒79

東
大
寺
別
当
法
親
王
聖
珍

⑪
（
建
武
2
（8
月
24
日

年
預
五
師
顕
寬
書
状
案

年
預
五
師
顕
寬

越
後
阿
闍
梨
御
房

東
大
寺
が
城
郭
を
構
え
る

と
の
こ
と

﹁
有
御
尋
西
室
云
々
﹂

﹁
年
預
請
文
土
代
﹂

4 ‒117

西
室　

後
醍
醐
天
皇

⑫
（
建
武
2
（9
月
15
日

年
預
五
師
顕
寬
書
状
案

年
預
五
師
顕
寬

庁
法
眼
御
房

朝
敵
追
討
祈
祷
に
対
す
る

法
華
堂
禅
徒
の
料
所
寄
進

の
要
求

﹁
年
預
状
案
﹂

1 ‒12 ‒105

後
醍
醐
天
皇

⑬
（
建
武
2
（9
月
16
日

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

参
議
実
治

大
納
言
僧
都
御
房

聖
秀
得
業
、
賢
幸
得
業
、

春
宝
の
召
喚

﹁
綸
旨
案
﹂

2003/1/30

東
大
寺
別
当
法
親
王
聖
珍

⑭
（
建
武
2
（9
月
17
日

東
大
寺
政
所
御
教
書

永
教

輔
法
眼
御
房

綸
旨
の
施
行

﹁
政
所
御
教
書
﹂

2003/1/30

⑮

建
武
2
年
9
月
16
日

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

大
膳
大
夫

左
衛
門
督
僧
都
御
房

西
室
院
領
の
管
領

﹁
綸
旨
案
文
﹂

3 ‒1 ‒43

⑯
（
建
武
2
（10
月
15
日

後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案

参
議
実
治

大
納
言
僧
都
御
房

聖
秀
得
業
ら
の
召
喚

﹁
綸
旨
﹂

大
日
本
古
文
書
東
大

寺
文
書
三
、789

東
大
寺
別
当
法
親
王
聖
珍

⑰
（
建
武
2
（10
月
21
日

年
預
五
師
顕
寬
書
状
案

年
預
五
師
顕
寬

刑
部
卿
法
橋
御
房

三
所
神
輿
動
座
の
こ
と

﹁
書
上
案
﹂

4 ‒161

東
大
寺
別
当
法
親
王
聖
珍
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も
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
西
室
院
領
の
管
領
を
綸
旨
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
る

者
と
し
て
登
場
し
て
お
り
、
別
当
聖
珍
の
房
官
と
し
て
で
は
な
い
。
先
の
考

察
の
と
お
り
、
左
衛
門
督
僧
都
と
は
西
室
院
主
信
聴
僧
都
の
こ
と
と
考
え

る
。
も
う
一
人
の
房
官
で
あ
る
大
納
言
僧
都
と
は
⑭
に
よ
り
永
教
と
判
明
す

る
。
⑭
に
よ
れ
ば
永
教
は
さ
ら
に
輔
法
眼
な
る
者
に
別
当
聖
珍
の
御
教
書

（
政
所
御
教
書
（
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
珍
の
側
近
に
は
二
種
類

あ
り
、
聖
珍
の
側
近
の
者
と
、
そ
の
命
を
請
け
る
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

①
の
綸
旨
は
政
権
の
嗷
訴
を
禁
ず
る
﹁
御
事
書
﹂
を
東
大
寺
に
伝
え
る
べ

く
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
②
の
年
預
五
師
顕
寛
の
書
状
は
そ
の
請
文
で

あ
る
。
①
の
綸
旨
は
最
終
的
に
は
﹁
御
事
書
﹂
と
と
も
に
年
預
五
師
に
下
さ

れ
、
惣
寺
（
満
寺
（
集
会
に
披
露
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
（
ロ
（
年
預
五
師
顕
寛
↓
庁
務
法
眼
（
②
⑫
（　

年
預
五
師
顕
寛
↓
刑
部
卿

法
橋
（
⑰
（　

年
預
五
師
顕
寛
↓
樋
口
殿
人
々
（
⑤
⑥
⑦
⑧
（　

年
預
五

師
顕
寛
↓
越
後
阿
闍
梨
（
⑪
（　

寺
官
↓
庁
務
法
眼
（
⑩
（

　

東
大
寺
惣
寺
及
び
そ
の
代
表
者
で
あ
る
年
預
五
師
が
集
会
の
意
志
を
伝
え

る
相
手
は
庁
務
法
眼
や
刑
部
卿
法
橋
の
よ
う
に
別
当
の
房
官
と
考
え
ら
れ
る

人
物
、
樋
口
殿
人
々
、
越
後
阿
闍
梨
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
﹁
樋
口
殿
﹂
と
は

端
裏
書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
﹁
長
官
﹂
す
な
わ
ち
造
東
大
寺
長
官
三
条

実
治
を
指
し
て
い
る
。
⑥
⑦
⑧
に
み
る
よ
う
に
造
東
大
寺
長
官
か
ら
後
醍
醐

天
皇
に
奏
聞
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。（
イ
（
の
綸
旨
の
奉
者
で
も

あ
る
三
条
実
治
は
後
醍
醐
天
皇
と
東
大
寺
と
の
間
に
位
置
し
て
い
る
。
造
東

大
寺
長
官
は
東
大
寺
に
対
す
る
政
権
側
の
窓
口
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の

ル
ー
ト
は
東
大
寺
別
当
を
通
し
て
の
奏
聞
ル
ー
ト
で
、
別
当
の
房
官
で
あ
る

庁
務
法
眼
某
や
刑
部
卿
法
眼
が
、
別
当
に
年
預
五
師
か
ら
の
書
状
を
披
露
す

る
立
場
で
あ
っ
た
。﹁
庁
務
法
眼
﹂（﹁
庁
法
眼
﹂（
の
﹁
庁
﹂
と
は
別
当
聖
珍

が
東
大
寺
東
南
院
主
で
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
南
院
に
置
か
れ
た
法
親
王
庁
を

指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。（
イ
（
で
見
た
⑭
の
﹁
輔
法
眼
﹂
は
﹁
庁
務
法

眼
﹂
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
。
⑪
の
﹁
越
後
阿
闍
梨
﹂
に
つ
い
て
は
③
の
信

重
書
状
の
端
裏
書
に
見
え
る
﹁
越
後
阿
闍
梨
﹂
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

﹁
越
後
阿
闍
梨
﹂＝
信
重
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
越
後
阿
闍
梨
信
重
と
は

ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

　

③
で
は
興
福
寺
発
向
に
関
す
る
綸
旨
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
請
け
て
、﹁
両

院
家
﹂（
大
乗
院
と
一
乗
院
を
指
す
か
（
に
公
人
を
使
者
と
し
て
こ
の
旨
を

注
進
す
る
こ
と
、
若
し
両
院
家
が
綸
旨
の
旨
に
従
わ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
年

預
五
師
の
事
書
で
重
ね
て
申
し
沙
汰
す
る
よ
う
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
信
重

は
綸
旨
の
旨
を
年
預
五
師
に
直
接
伝
え
る
立
場
に
あ
る
。
④
で
は
興
福
寺
の

発
向
に
つ
い
て
奏
聞
し
、
そ
れ
に
対
し
て
﹁
厳
密
御
沙
汰
﹂
を
せ
よ
と
の
仰

せ
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
⑪
で
も
年
預
五
師
は
越
後
阿
闍
梨
信
重

に
、
官
使
を
下
さ
れ
実
検
を
す
る
よ
う
奏
聞
す
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。

越
後
阿
闍
梨
信
重
は
建
武
政
権
と
東
大
寺
年
預
五
師
と
の
間
を
仲
介
す
る
人

物
と
し
て
、
造
東
大
寺
長
官
や
東
大
寺
別
当
と
は
異
な
る
ル
ー
ト
上
に
い
る

人
物
で
あ
る
。
⑪
の
端
裏
書
に
は
﹁
有
御
尋
西
室
云
々
﹂
と
あ
っ
て
西
室
が

関
係
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
西
室
と
は
西
室
院
主
信
聴
僧
都
の

こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
年
預
五
師
の
書
状
の
内
容
と
ど
う
関
係
す
る
か
は
、
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も
う
ひ
と
つ
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
東
大
寺
が
城
郭
を
構
え
た
か
否

か
に
つ
い
て
西
室
に
﹁
御
尋
﹂（
後
醍
醐
天
皇
か
（
が
あ
り
、
西
室
か
ら
年

預
五
師
に
そ
の
旨
が
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
返
答
と
し
て
年
預
五
師
の

請
文
が
越
後
阿
闍
梨
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
年
未
詳
二
月
二
十
六
日
付
東
大
寺
西
室
院
主
御
教
書
案
は
﹁
西
室
僧
都

御
房
﹂
の
意
向
を
奉
じ
て
﹁
信
重
﹂
が
﹁
大
輔
得
業
﹂
に
宛
て
て
出
し
た
も

の
で
あ
（
86
（

る
。
こ
れ
に
よ
り
信
重
は
西
室
院
主
﹁
西
室
僧
都
﹂
の
房
官
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
越
後
阿
闍
梨
信
重
は
西
室
院
主
信
聴
僧
都
の
房
官
と
し

て
、
直
接
、
建
武
政
権
と
の
間
に
立
っ
て
い
た
。

　
﹃
大
日
本
古
文
書
東
大
寺
文
書
之
三
﹄、
八
四
五
号
文
書
は
差
出
者
、
宛
所

も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
文
書
名
を
﹁
信
重（
？
（書
状
﹂
と
さ
れ
た
も
の
で

あ
（
87
（
る
。

　
（
端
裏
書
（﹁
両
度　

他
寺
襲
来
事　

建
武
二
七
ヽ
ヽ
﹂

　
　

他
寺
発
向
何
様
候
哉
、
心
苦
候
、
両
度　

綸
旨
・
符
案
進
之
候
、
縦
雖

襲
来
候
、
無
力
次
第
候
、
必
不
可
有
驚
御
沙
汰
候
、
近
日
被
定
置
条
々

法
儀
候
、
可
有
厳
密
御
沙
汰
候
歟
、
若
真
実
襲
来
候
者
、
忩
可
被
馳
申

候
、
恐
々
謹
言

　
　
　
　
　
　

七
月
十
七
日

も
し
、
信
重
の
書
状
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
二
度
の
綸
旨
や
﹁
符
案
﹂
を
東
大

寺
（
お
そ
ら
く
年
預
五
師
（
に
直
接
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か

る
。
近
日
、﹁
条
々
法
儀
﹂
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
情
報
を
知
る

立
場
に
あ
り
、
単
な
る
西
室
院
主
の
房
官
の
立
場
を
越
え
て
活
動
し
て
い

る
。
年
預
五
師
と
の
や
り
と
り
に
お
い
て
も
、
い
ち
い
ち
西
室
院
主
の
意
志

を
確
認
し
て
い
る
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
以
上
、
越
後
阿
闍
梨
信
重
が

建
武
政
権
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
か
は
確
認

で
き
な
い
が
、
造
東
大
寺
長
官

－

東
大
寺
別
当
の
正
規
の
ル
ー
ト
と
は
別
の

ル
ー
ト
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
三
）
寺
社
本
所
の
否
定
政
策

　

建
武
政
権
に
よ
る
神
社
政
策
に
つ
い
て
は
、
諸
国
の
有
力
な
神
社
に
対
す

る
本
所
（
本
家
・
領
家
（
停
止
令
と
で
も
い
う
べ
き
法
の
発
布
が
な
さ
れ
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、﹃
建
武
（
88
（

記
﹄
に
記
さ
れ
た
建
武
元

年
五
月
七
日
の
諸
国
一
二
宮
に
対
す
る
法
に
、﹁
本
家
幷
領
家
職
事
、
可
停

止
其
號
之
由
、
以
前
治
定
了
﹂
と
あ
っ
て
、
す
で
に
こ
の
段
階
以
前
に
諸
国

一
二
宮
に
対
す
る
本
家
職
・
領
家
職
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
黒

田
俊
雄
氏
は
こ
う
し
た
神
社
の
本
所
停
廃
政
策
に
は
二
段
階
あ
っ
て
、
第
一

段
階
が
宇
佐
宮
・
阿
蘇
社
・
杵
築
社
な
ど
の
有
力
な
地
方
神
社
に
対
す
る
個

別
的
本
所
停
廃
策
で
、
第
二
段
階
が
全
国
的
一
般
的
な
一
二
宮
政
策
で
あ
っ

た
と
指
摘
し
た
（
89
（
が
、
第
二
段
階
も
さ
ら
に
二
段
階
あ
っ
て
、
建
武
元
年
五
月

七
日
以
前
の
本
家
・
領
家
職
停
廃
令
と
、
こ
の
日
の
﹁
社
敷
地
幷
神
職
収
公

地
頭
跡
﹂
に
つ
い
て
の
地
頭
職
停
止
令
の
二
段
階
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
建
武
政
権
は
発
足
当
初
か
ら
神
社
の
本
所
（
本
家
・
領
家
（
停
廃

を
目
指
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
尾
張
国
熱
田
社
は
持
明
院
統
の
所
領
で
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あ
っ
た
が
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
（
六
月
七
日
付
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
に
よ

る
持
明
院
統
の
所
領
安
堵
に
お
い
て
は
、
播
磨
国
衙
と
な
ら
ん
で
熱
田
社
が

安
堵
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
（
90
（

る
。
播
磨
国
の
除
外
は
知
行
国
制
の
否
定

政
策
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
熱
田
社
の
除
外
は
神
社
の
本
所
停
廃
の
方
針
に

基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
建
武
三
年
（
一
三
三
六
（
八
月
三
十
日
に
足
利

尊
氏
が
光
厳
上
皇
に
奏
上
し
た
書
状
に
よ
れ
ば
、
熱
田
社
を
﹁
元
の
如
く
﹂

管
領
す
る
と
い
う
光
厳
上
皇
の
意
向
を
尊
氏
が
了
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

持
明
院
統
の
熱
田
社
管
領
が
そ
れ
ま
で
停
止
さ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
（
91
（

る
。
元
弘
三
年
六
月
の
建
武
政
権
発
足
直
後
か
ら
政
権
の
崩
壊
ま
で
の

間
、
熱
田
社
は
持
明
院
統
の
所
領
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
本
所
の
管
領
が

停
止
さ
れ
た
熱
田
社
を
、
後
に
洞
院
公
賢
は
そ
の
日
記
﹃
園
太
暦
﹄
観
応
二

年
（
一
三
五
一
（
十
二
月
十
八
日
条
に
、
北
畠
親
房
の
書
状
を
引
用
し
て

﹁
元
弘
一
統
之
初
、
被
定
官
社
了
﹂
と
記
し
て
い
る
。﹁
官
社
﹂
の
用
語
に
つ

い
て
黒
田
氏
は
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
が
、
政
権
発
足
の
初
め
に
本
所
を
停

止
し
朝
廷
に
直
属
さ
せ
る
政
策
を
﹁
官
社
を
定
め
た
﹂
と
表
現
し
た
と
と
ら

え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。﹁
官
社
﹂
と
定
め
た
こ
と
は
、
二
十
二
社
に
準
ず

る
朝
廷
直
結
の
﹁
大
社
﹂
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
ま
で
は
史
料
か
ら
は

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
黒
田
氏
が
﹁
従
来
い
わ
れ
た
よ
う

に
一
括
し
て
大
社
を
上
代
の
姿
に
復
せ
し
め
る
な
ど
と
い
う
こ
と
で
は
な
﹂

い
と
さ
れ
た
こ
と
は
首
肯
で
き
る
。
政
権
が
熱
田
社
な
ど
の
有
力
神
社
の
本

所
を
否
定
し
て
、
直
接
、
神
社
に
対
し
て
命
令
を
下
し
、
管
轄
下
に
お
い
た

こ
と
、
こ
れ
が
﹁
官
社
﹂
と
し
た
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

﹃
延
喜
式
﹄
に
み
え
る
古
代
の
朝
廷
に
よ
る
神
社
統
制
の
復
活
を
目
指
し
た

も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

さ
て
、
第
一
段
階
に
お
け
る
本
所
停
廃
の
事
例
は
、
元
弘
三
年
九
月
六
日

の
豊
前
国
宇
佐
宮
に
対
し
て
近
衛
家
の
﹁
本
所
の
号
﹂
を
止
め
、﹁
牢
籠
の

総
神
領
﹂
を
宇
佐
宮
に
返
付
し
、
宇
佐
宿
禰
公
連
を
大
宮
司
と
し
た
例
や
、

同
年
十
二
月
十
日
の
出
雲
国
杵
築
社
に
つ
い
て
の
﹁
本
所
の
号
﹂
を
止
め

て
、
杵
築
大
社
国
造
が
神
領
を
一
円
に
管
領
す
る
こ
と
を
認
め
た
事
例
が
知

ら
れ
て
い
（
92
（

る
。
こ
れ
ら
の
個
別
政
策
は
黒
田
氏
の
指
摘
し
た
よ
う
に
一
種
の

恩
賞
給
与
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
宇
佐
宮
の
神
領
興
行
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

た
海
津
一
朗
氏
も
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
（
93
（
る
。
建
武
元
年
十
月
十
一
日

に
は
筑
前
国
宗
像
社
に
対
し
て
﹁
八
条
院
御
領
之
地
﹂
を
停
止
し
、
本
家
年

貢
を
沙
汰
し
な
く
て
よ
い
と
の
命
令
を
下
し
て
い
（
94
（
る
。
八
条
院
領
は
大
覚
寺

統
の
伝
領
す
る
天
皇
家
領
で
あ
り
、
建
武
政
権
が
そ
の
本
家
職
を
停
止
す
る

政
策
を
と
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
熱
田
社
に
対
す
る

持
明
院
統
の
管
領
を
停
止
し
た
こ
と
だ
け
を
み
る
と
、
持
明
院
統
に
対
す
る

抑
圧
策
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
宗
像
社
の
事
例
は
後
醍
醐
の
大
覚
寺
統
の

所
領
に
も
及
ぶ
、
例
外
を
認
め
な
い
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
本
所
停
廃
政
策
は
仁
和
寺
御
室
が
本
所
で
あ
る
神
社
に
及
ん
で
い

る
。
備
中
国
一
宮
吉
備
津
宮
は
仁
和
寺
御
室
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
建
武
三

年
十
一
月
十
二
日
の
光
厳
上
皇
の
院
宣
に
よ
っ
て
﹁
元
の
ご
と
く
﹂
管
領
が

認
め
ら
れ
て
い
（
95
（
る
。
つ
ま
り
、
建
武
政
権
に
よ
っ
て
、
本
所
仁
和
寺
御
室
に

よ
る
吉
備
津
宮
管
領
は
停
止
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
建
武
政
権
の
地
方
有
力
神
社
の
本
所
停
廃
政
策
は
、
政
権

発
足
直
後
か
ら
の
基
本
政
策
で
、
政
権
崩
壊
ま
で
維
持
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
に
は
例
外
は
な
く
、
天
下
一
同
の
法
と
し
て
発
布
さ
れ
た
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
宇
佐
宮
の
場
合
、
本
所
停
廃
政
策
は
神
領
興
行
政
策
と
と
も

に
出
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
元
弘
三
年
九
月
六
日
太
政
官
牒
で
は
﹁
牢
籠
総

神
領
、
悉
所
被
返
付
也
﹂
と
あ
り
、
九
月
十
三
日
の
宇
佐
八
幡
神
官
等
起
請

文
で
は
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
に
よ
っ
て
﹁
被
付
牢
籠
神
領
於
社
家
、
可
有
興

行
沙
汰
﹂
と
の
命
令
が
、
新
た
に
宇
佐
宮
大
宮
司
に
補
任
さ
れ
た
公
連
に
下

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
（
96
（
る
。
鎌
倉
末
期
に
幕
府
や
王
朝
が
実
施
し
た
神

領
興
行
令
が
建
武
政
権
に
よ
っ
て
も
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

が
、
そ
の
興
行
が
﹁
非
器
甲
乙
人
﹂
の
沽
却
地
を
含
む
神
領
知
行
の
停
止
令

を
意
味
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

そ
れ
が
全
国
の
有
力
神
社
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
た
か
否
か
も
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
た
だ
、
下
総
国
香
取
社
で
は
建
武
元
年
八
月
頃
に
建
武
政
権
の
﹁
御

事
書
﹂
が
香
取
社
に
伝
わ
り
、
そ
れ
が
﹁
沽
却
田
畠
﹂
を
元
の
如
く
本
主
に

返
付
す
る
内
容
の
﹁
御
徳
政
﹂
令
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ゆ
る
徳

政
令
と
し
て
の
神
領
興
行
令
が
香
取
社
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が

﹁
御
事
書
﹂
と
い
う
箇
条
書
き
の
法
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
不
明
で
あ
（
（9
（
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
建
武
政
権
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て
、
先
ず
権
門
寺
社
の
長
官
人
事

に
つ
い
て
検
討
し
、
次
に
権
門
寺
院
で
あ
る
南
都
東
大
寺
と
興
福
寺
に
対
す

る
政
策
、
さ
ら
に
、
地
方
有
力
神
社
に
対
す
る
本
所
停
廃
政
策
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
建
武
政
権
は
元
弘
の
乱
を
経
て
誕
生
し
た
政
権
で
あ
り
、
そ
の
影

響
は
政
策
に
強
く
及
ん
で
い
た
。
寺
社
長
官
人
事
に
つ
い
て
後
伏
見
院
政
下

の
人
事
を
覆
し
た
こ
と
は
、
乱
の
直
接
的
影
響
で
あ
る
。
た
だ
、
注
意
し
て

お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
は
、
そ
の
前
段
階
の
後
伏
見
院
政
に
お
い
て
も

元
弘
元
年
の
乱
に
対
す
る
処
置
と
し
て
同
様
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
次
に
東
大
寺
に
対
し
て
は
恩
賞
要
求
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ

と
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
厳
し
い
処
置
が
執
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
後
醍
醐
天
皇
の
願
書
は
無
視
さ
れ
、
関
所
撤
廃
政
策
や
知
行
国
停
止
政

策
が
優
先
さ
れ
た
こ
と
、
部
分
的
に
替
所
が
与
え
ら
れ
、
周
防
国
大
勧
進
職

が
認
め
ら
れ
た
り
し
た
が
、
そ
れ
は
鎌
倉
期
と
同
様
の
知
行
国
支
配
と
は
な

ら
な
か
っ
た
と
推
測
し
た
。
東
南
院
主
聖
尋
は
後
醍
醐
天
皇
の
側
近
で
あ

り
、
後
醍
醐
の
挙
兵
に
あ
た
っ
て
後
醍
醐
を
東
大
寺
に
入
れ
よ
う
と
し
た

が
、
西
室
院
・
尊
勝
院
は
院
主
が
北
条
氏
出
身
で
あ
り
、
後
醍
醐
を
入
れ
ず

笠
置
寺
に
追
い
や
っ
た
こ
と
が
、
政
権
発
足
後
の
東
大
寺
に
対
す
る
政
策
に

影
響
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
興
福
寺
は
東
大
寺
と
同
じ
く
後
醍
醐
の

挙
兵
に
対
し
て
呼
応
せ
ず
、
幕
府
側
に
立
っ
た
が
、
政
権
成
立
後
は
む
し
ろ

興
福
寺
の
造
営
を
推
進
す
る
政
策
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
、
楠
正
成
と
の
用
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）

水
相
論
を
き
っ
か
け
に
興
福
寺
は
強
訴
に
転
じ
、
東
大
寺
も
西
室
問
題
を

き
っ
か
け
に
興
福
寺
と
同
じ
く
強
訴
に
転
じ
た
。
建
武
政
権
末
期
に
は
東
大

寺
・
興
福
寺
は
と
も
に
政
権
に
反
旗
を
翻
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

第
三
に
検
討
し
た
地
方
有
力
神
社
に
対
す
る
本
所
停
廃
令
は
、
知
行
国
制

度
廃
止
政
策
と
あ
い
ま
っ
て
本
所
と
な
り
う
る
天
皇
家
・
摂
関
家
・
そ
の
他

の
公
家
に
対
し
て
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
別
の
機
会
に
さ
ら
に
追
求
し
て
み
た
い
。

　

以
上
の
他
に
も
、
乱
後
の
寺
社
及
び
寺
社
領
の
安
堵
、
祈
願
所
の
認
定
、

国
分
寺
興
行
、
京
都
に
お
け
る
法
会
や
祈
祷
な
ど
検
討
す
べ
き
課
題
は
多

い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も
別
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

註（
1
（ 

辻
善
之
助
﹃
日
本
仏
教
史
﹄
第
四
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
（。
黒
田
俊
雄

﹁
建
武
政
権
の
宗
教
政
策
│
諸
国
一
宮
・
二
宮
本
所
停
廃
に
関
連
し
て
﹂（﹃
日
本
中

世
の
社
会
と
宗
教
﹄
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
七
五
年
（。

（
2
（ ﹃
続
々
群
書
類
従
﹄
補
任
部
。

（
3
（ 

道
意
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
、﹃
東
寺
長
者
補
任
﹄
に
よ
る
。﹁
中
宮
御
産
祈
祷
﹂
に

つ
い
て
は
、
岡
見
正
雄
校
注
﹃
太
平
記 

一
﹄（
角
川
文
庫
、
一
九
七
五
年
（、
百
瀬

今
朝
雄
﹁
元
徳
元
年
の
﹁
中
宮
御
懐
妊
﹂﹂（
同
氏
﹃
弘
安
書
札
礼
の
研
究
﹄
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
（
を
参
照
。

（
4
（ ﹃
東
寺
長
者
補
任
﹄
お
よ
び
﹃
続
史
愚
抄
﹄（﹃
大
日
本
史
料
﹄
六
編
二
、
建
武
元
年

十
二
月
三
十
日
条
（。
道
意
が
東
寺
座
主
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
、﹃
大
日
本
史
料
﹄
六

編
二
、
建
武
元
年
十
二
月
二
十
六
日
条
に
よ
る
。

（
5
（ 

真
木
隆
行
﹁
東
寺
座
主
構
想
の
歴
史
的
変
遷
﹂（﹃
仏
教
史
学
研
究
﹄
四
一
巻
二
号
、

一
九
九
九
年
（。

（
6
（ 

も
っ
と
も
真
木
氏
の
挙
げ
た
事
例
は
、
い
ず
れ
も
後
宇
多
院
政
、
後
醍
醐
親
政
期
の

も
の
で
あ
り
、
持
明
院
統
の
政
権
が
東
寺
座
主
職
を
認
め
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な

い
。
つ
ま
り
、
東
寺
座
主
職
は
恒
常
的
な
職
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

本
質
的
に
は
多
分
に
名
誉
職
的
な
称
号
と
推
測
さ
れ
る
。

（
7
（ ﹃
太
平
記
﹄
巻
一
﹁
中
宮
御
産
御
祈
之
事
﹂
巻
二
﹁
僧
徒
六
波
羅
召
捕
事
﹂﹁
三
人
僧

徒
関
東
下
向
事
﹂
巻
十
二
﹁
千
種
殿
幷
文
観
僧
正
奢
侈
事
﹂。
網
野
善
彦
﹃
異
形
の

王
権
﹄（
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
（（﹃
網
野
善
彦
著
作
集
﹄
第
六
巻
（。
内
田
啓
一

﹃
後
醍
醐
天
皇
と
密
教
﹄（
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
年
（。
阿
部
泰
郎
﹃
中
世
日
本
の
宗

教
テ
ク
ス
ト
体
系
﹄（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
（
な
ど
。

（
8
（ ﹃
大
日
本
古
文
書
高
野
山
文
書
﹄
一
、
宝
簡
集
三
七
。

（
9
（ ﹁
東
寺
執
行
日
記
一
﹂
元
徳
二
年
五
月
七
日
条
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
（。

こ
の
日
﹁
文
観
上
人
﹂
は
東
寺
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
た
道
具
唐
櫃
を
検
知
し
、
十
二
天

屏
風
を
修
補
す
る
た
め
に
竹
林
寺
に
借
り
出
し
て
い
る
。

（
10
（ 

円
観
（
恵
鎮
（
が
嘉
暦
元
年
に
法
勝
寺
大
勧
進
に
就
任
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松

尾
剛
次
﹁
恵
鎮
円
観
を
中
心
と
し
た
戒
律
の
復
興
│
北
嶺
系
新
義
律
僧
の
成
立
﹂

（﹃
三
浦
古
文
化
﹄
四
七
号
、
一
九
九
〇
年
（
に
指
摘
が
あ
る
。
東
大
寺
大
勧
進
に
忍

性
以
来
関
東
極
楽
寺
の
律
僧
が
た
び
た
び
補
任
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
永
村
眞

﹃
中
世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
﹄（
塙
書
房
、
一
九
八
九
年
（
第
二
章
第
一
節
を
参
照
。

（
11
（ 

成
助
、
亮
禅
と
も
に
建
武
政
権
崩
壊
後
に
東
寺
長
者
に
復
帰
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彼
ら
が
長
者
職
を
辞
し
た
の
は
、
後
醍
醐
に
よ
る
解
任
で
あ
っ
た
。

（
12
（ ﹃
続
群
書
類
従
﹄
補
任
部
。
な
お
﹃
東
大
寺
別
当
次
第
﹄
の
諸
本
に
つ
い
て
は
永
村

眞
﹃
中
世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
﹄（
塙
書
房
、
一
九
八
九
年
（
に
詳
し
い
（
第
一

章
第
一
節
（。
永
村
氏
の
諸
本
検
討
に
よ
れ
ば
、
当
該
期
の
東
大
寺
別
当
の
補
任
時

期
に
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。
補
任
年
は
記
さ
れ
る
も
の
の
、
月
日
が
記
さ
れ
て
い
な

い
の
が
共
通
す
る
。

（
13
（ ﹃
太
平
記
﹄
巻
二
、
巻
三
、
巻
四
。
聖
尋
の
配
流
先
に
つ
い
て
﹃
太
平
記
﹄
は
下
総

国
と
し
て
い
る
が
、﹃
花
園
天
皇
日
記
﹄
元
弘
二
年
四
月
十
日
条
は
﹁
聖
尋
僧
正
、

140

二
十
四



建
武
政
権
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て（
稲
葉
）

俊
雅
僧
正
、
文
観
、
可
遣
遠
嶋
﹂
と
あ
り
、﹃
武
家
年
代
記
﹄
元
弘
二
年
三
月
八
日

条
で
は
﹁
東
南
院
硫
黄
嶋
、
各
配
流
﹂
と
あ
り
、﹃
東
南
院
務
次
第
﹄
で
は
﹁
元
弘

二
年
六
月
十
九
日
依
高
時
入
道
下
知
、
配
流
聖
尋
大
僧
正
長
州
焉
﹂
と
あ
り
、
定
か

で
な
い
。
岡
見
正
雄
校
注
﹃
太
平
記 

一
﹄（
前
掲
（
一
三
一
頁
参
照
。

（
14
（ ﹃
東
寺
長
者
補
任
﹄（﹃
続
々
群
書
類
従
﹄
補
任
部
（。

（
15
（ ﹃
大
日
本
古
文
書
東
大
寺
文
書
﹄
十
三
巻
五
二
九
号
。

（
16
（ ﹃
東
南
院
務
次
第
﹄（﹃
大
日
本
仏
教
全
書
﹄
東
大
寺
叢
書
二
（。
聖
珍
が
東
南
院
に
入

室
し
た
の
は
元
亨
二
年
二
月
八
日
で
あ
っ
た
（﹃
花
園
天
皇
宸
記
﹄（。

（
17
（ ﹃
興
福
寺
別
当
次
第
﹄（﹃
続
々
群
書
類
従
﹄
第
二
史
伝
部
（。﹃
興
福
寺
三
綱
補
任
﹄

（﹃
続
群
書
類
従
﹄
第
四
輯
下
、
補
任
部
（。﹃
興
福
寺
三
綱
補
任
﹄
で
は
﹃
興
福
寺
別

当
次
第
﹄
と
補
任
の
月
日
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
良
覚
の
補
任
は
二
月
五
日
、
乗

円
の
補
任
は
八
月
十
六
日
、
上
表
は
六
月
十
日
、
覚
円
の
補
任
は
十
一
月
二
十
八
日

と
し
て
い
る
。

（
18
（ ﹃
大
乗
院
日
記
目
録
﹄（﹃
増
補
続
史
料
大
成
大
乗
院
寺
社
雑
事
紀
﹄
十
二
、
臨
川
書

店
、
一
九
七
八
年
（
に
は
、
建
武
元
年
五
月
十
六
日
の
記
事
と
し
て
乗
円
僧
正
を

﹁
先
寺
務
﹂
と
す
る
宣
下
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

（
19
（ ﹃
大
乗
院
日
記
目
録
﹄（﹃
増
補
続
史
料
大
成
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
﹄
十
二
、
臨
川
書

店
（
所
収
。

（
20
（ 

渋
谷
慈
鎧
編
﹃
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
﹄（
第
一
書
房
、
一
九
七
三
年
（。

（
21
（ ﹃
天
台
座
主
記
﹄。﹃
太
平
記
﹄
巻
四
。

（
22
（ ﹃
大
日
本
仏
教
全
書
華
頂
要
略
門
主
伝
﹄（
鈴
木
学
術
財
団
編
、
講
談
社
、
一
九
七
二

年
（。

（
23
（ 

平
雅
行
﹁
青
蓮
院
の
門
跡
相
論
と
鎌
倉
幕
府
﹂（
河
音
能
平
・
福
田
榮
次
郎
編
﹃
延

暦
寺
と
中
世
社
会
﹄
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
（。

（
24
（ 

梶
井
（
梨
本
（
門
跡
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、﹁
諸
門
跡
譜
﹂（﹃
群
書
類
従
﹄
第
四
輯

系
譜
部
（、﹁
梨
本
系
譜
﹂（﹃
門
葉
紀
﹄
雑
決
三
（
に
依
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
系
譜
を

示
す
の
み
で
、
門
主
継
承
の
年
月
を
記
述
し
て
い
な
い
。
門
主
就
任
年
月
は
﹃
天
台

座
主
記
﹄
に
依
る
。

（
25
（ ﹃
天
台
座
主
記
﹄（
尊
澄
親
王
（
は
尊
澄
の
門
跡
管
領
を
建
武
元
年
六
月
二
十
二
日
の

こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
﹃
続
史
愚
抄
﹄
が
訂
正
す
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
元

弘
三
年
六
月
二
十
二
日
の
誤
り
で
あ
る
（
渋
谷
慈
鎧
編
﹃
校
訂
増
補
天
台
座
主
記
﹄

（
前
掲
（
の
校
注
に
よ
る
（。

（
26
（ ﹃
神
道
大
系
神
宮
編
太
神
宮
補
任
集
成
（
上
（﹄
所
収
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

影
写
本
﹃
祭
主
補
任
﹄（3012 ‒7

（。

（
27
（ 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
﹃
大
中
臣
系
図
﹄（
彰
考
館
所
蔵3071 ‒11

（。

（
28
（ 

鎌
倉
末
期
の
神
宮
祭
主
の
補
任
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
平
泉
隆
房
氏
は
、
隆
実
と
そ

の
子
隆
基
に
つ
い
て
、
後
醍
醐
天
皇
と
の
関
係
が
深
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
鎌
倉
末
期
の
祭
主
交
替
を
持
明
院
統
と
大
覚
寺
統
と
の
皇
統
分
裂
と
結
び
つ
け

る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
（﹁
鎌
倉
期
の
神
宮
祭
主
に
つ
い
て
の
一
、
二
﹂
國
學
院

大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
﹃
大
中
臣
祭
主
藤
波
家
の
研
究
﹄
続
群
書
類
従
完
成
会
、

二
〇
〇
〇
年
所
収
（。

（
29
（ 

元
弘
三
年
八
月
日
東
大
寺
訴
状
土
代
（﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
三
二
五
一
六
号
（。

（
30
（ 

筒
井
英
俊
校
訂
﹃
東
大
寺
要
録
﹄（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
一
年
（
封
戸
水
田
章
第
八
。

（
31
（ 

鎌
倉
末
期
の
﹃
東
大
寺
記
録
﹄（﹃
東
大
寺
縁
起
﹄（
に
も
天
平
勝
宝
元
年
の
﹁
金
銅

御
記
文
﹂
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（﹃
真
福
寺
善
本
叢
刊
古
文
書
集
一
﹄
臨
川
書
店
、

二
〇
〇
〇
年
（。
ま
た
、
永
仁
六
年
三
月
﹁
東
大
寺
衆
徒
等
重
訴
状
案
﹂
に
も
﹁
本

願
聖
武
皇
帝
御
記
文
案
﹂
が
訴
状
具
書
と
し
て
提
出
さ
れ
、
五
千
戸
の
封
米
、
一
万

町
の
水
田
の
寄
進
が
強
調
さ
れ
て
い
る
（﹃
大
日
本
古
文
書
東
大
寺
文
書
之
十
三
﹄

四
二
九
号
（。

（
32
（ 

東
大
寺
が
創
建
時
の
所
領
の
復
活
を
要
求
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
は
な

い
。
幕
府
・
朝
廷
に
よ
る
弘
安
七
年
八
年
の
徳
政
に
お
い
て
、
東
大
寺
は
﹁
本
朝
惣

国
分
寺
兼
和
州
国
分
寺
東
大
寺
御
封
水
田
﹂
の
復
興
の
た
め
の
注
進
状
を
作
成
し
て

い
る
（
遠
藤
基
郎
﹁
史
料
紹
介
﹃
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
文
書
﹄
所
収
の
弘
安
徳
政
関
連

文
書
﹂﹃
南
都
仏
教
﹄
七
六
号
、
一
九
九
九
年
（。

（
33
（ 
岡
見
正
雄
校
注
﹃
太
平
記 

一
﹄（
前
掲
（。

（
34
（ ﹃
大
日
本
仏
教
全
書
寺
誌
叢
書
二
﹄（
第
一
書
房
、
一
九
七
八
年
（
所
収
。

（
35
（ 

岡
見
氏
は
太
平
記
の
異
本
に
﹁
北
山
松
嶺
寺
﹂
を
御
所
と
し
た
と
あ
る
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
。﹃
笠
置
寺
縁
起
﹄
は
﹁
山
道
摂
嶺
院
﹂
と
し
て
い
る
が
そ
の
場
所
は
不
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）

明
。﹁
松
嶺
院
﹂
と
﹁
摂
嶺
院
﹂
は
同
じ
寺
と
す
べ
き
で
、
ど
ち
ら
か
の
書
写
の
誤

り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
36
（ ﹃
東
大
寺
記
録
﹄（
前
掲
（
で
は
嘉
応
年
中
顕
惠
法
印
以
後
の
院
主
が
記
さ
れ
、
顕
宝

阿
闍
梨
の
名
が
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
。
西
室
が
東
大
寺
の
有
力
院
家
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
正
応
四
年
に
東
大
寺
領
美
濃
国
大
井
庄
下
司
職
を
隆
実
が
争
っ
た
際
に
、
隆

実
が
東
南
院
な
ど
の
﹁
三
方
判
形
﹂
を
望
み
、
そ
れ
に
対
し
て
西
室
院
主
が
安
堵
状

を
出
し
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
（
正
応
四
年
九
月
西
室
院
大
井
荘
下
司
職
安

堵
状
案
、﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
一
七
七
〇
七
号
（。
な
お
、
西
室
院
に
つ
い
て
は
拙
著
﹃
中

世
寺
院
の
権
力
構
造
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
（
第
Ⅰ
部
第
三
章
、
遠
藤
基
郎

﹁
鎌
倉
中
期
の
東
大
寺
﹂（
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集
第
五
号
、

二
〇
〇
七
年
（
を
参
照
。

（
37
（ ﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
三
〇
六
五
七
号
。
永
井
晋
・
角
田
朋
彦
・
野
村
朋
弘
編
﹃
金
沢
北
条

氏
編
年
資
料
集
﹄（
八
木
書
店
、
二
〇
一
三
年
（
八
三
八
号
注
。

（
38
（ 

勧
修
寺
所
蔵
の
﹁
勧
修
寺
別
当
長
吏
補
任
等
古
記
録
﹂（﹃
勧
修
寺
論
輯
﹄
二
、
二
〇

〇
五
年
所
収
（。

（
39
（ ﹁
勧
修
寺
別
当
長
吏
補
任
等
古
記
録
﹂（
前
掲
（
に
、﹁
時
宝
者
赤
橋
相
模
守
武
蔵
入

道
平
朝
臣
元
時
男
﹂
と
あ
る
。
北
条
氏
の
系
図
で
は
赤
橋
元
時
と
い
う
人
物
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。﹁
元
時
﹂
は
﹁
久
時
﹂
の
誤
写
と
推
測
す
る
。

（
40
（ ﹃
東
大
寺
別
当
次
第
﹄（﹃
群
書
類
従
﹄
補
任
部
（
は
﹁
寺
（
時
（
宝
法
印
﹂
と
記
し

て
い
る
。﹃
笠
置
寺
縁
起
﹄（
前
掲
（
の
元
弘
三
年
の
記
事
に
笠
置
寺
の
衆
徒
が
笠
置

寺
に
帰
山
し
、﹁
東
大
寺
尊
勝
院
時
宝
僧
都
﹂
の
代
官
を
追
い
払
っ
た
こ
と
が
見
え

て
い
る
。
こ
の
時
宝
と
寺
務
代
時
宝
と
は
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
見
正
雄
氏

の
﹃
太
平
記 

一
﹄（
前
掲
（（
補
注
二

－

五
〇
（
に
よ
れ
ば
、
顕
宝
に
つ
い
て
異
本

に
は
﹁
慈
宝
顕
宝
﹂
と
も
あ
る
と
い
う
。
時
宝
（
慈
宝
・
寺
宝
（
に
つ
い
て
は
、

﹃
正
和
記
﹄（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
、
原
蔵
者
不
詳
（
に
正
和
四
年
九
月
七

日
の
勧
修
寺
前
大
僧
正
が
権
大
僧
都
時
宝
に
行
っ
た
伝
法
灌
頂
の
記
録
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
﹁
故
武
蔵
入
道
文
（
久
の
誤
写
か
（
時
息
﹂
と
あ
る
。
ま
た
、
東
寺
観
智
院

聖
教
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
（
に
あ
る
﹁
東
寺
門
下
東
大
寺
別
当
経
歴
先

例
﹂（
応
永
二
十
三
年
正
月
晦
日
に
権
僧
正
興
継
が
記
し
た
記
録
（
に
﹁
勧
修
寺
門

弟
経
歴
先
例
﹂
と
し
て
尊
勝
院
主
宗
性
以
下
の
院
主
と
目
さ
れ
る
人
物
が
記
さ
れ
、

そ
の
な
か
に
﹁
時
宝
﹂
が
﹁
信
注
（
忠
（
僧
正
灌
頂
弟
子
、
非
別
当
﹂﹁
受
印
可
於

聖
済
僧
正
、
又
受
栄
海
僧
正
、
住
勧
修
寺
仏
光
院
、
対
教
寛
受
小
嶋
流
﹂
と
注
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
時
宝
は
﹁
故
武
蔵
入
道
久
時
﹂
の
子
で
勧

修
寺
信
忠
僧
正
の
弟
子
で
あ
っ
た
。﹁
久
時
﹂
は
、﹃
尊
卑
分
脈
﹄（
第
四
（
に
見
え

る
赤
橋
久
時
の
こ
と
と
思
わ
れ
六
波
羅
探
題
北
方
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
子
の
守

時
は
鎌
倉
幕
府
の
最
後
の
執
権
で
あ
り
、
時
宝
は
そ
の
兄
弟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 

　

と
こ
ろ
で
、﹃
東
大
寺
雑
集
録
﹄（
大
日
本
仏
教
全
書
（
巻
十
二
に
は
﹁
寛
宝
法
眼
記

写
﹂
と
し
て
﹁
元
弘
日
記
﹂
の
一
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
後
醍
醐
の
元
弘

元
年
南
都
下
向
を
元
弘
三
年
八
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
点
で
、
史
料
と
し
て
の
信
頼

性
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る
が
、
元
弘
三
年
を
元
弘
元
年
の
書
写
の
誤
り
と
す
れ
ば
、

他
の
記
事
は
興
味
深
い
。
そ
こ
に
は
﹁
西
室
院
門
主
関
東
縁
□
也
﹂
と
あ
り
、
元
弘

元
年
八
月
二
十
四
日
に
﹁
巳
刻
執
行
法
眼
寛
宝
、
奉
行
寛
祐
法
眼
、
家
従
三
百
騎
幷

御
門
徒
内
衆
三
十
人
引
率
而
、
於
泉
河
参
間
、
主
上
御
感
﹂
と
記
し
、
そ
の
後
、
寛

宝
ら
が
守
護
し
て
東
大
寺
に
入
っ
た
と
し
て
い
る
。
次
い
で
、
二
十
五
日
の
こ
と
と

し
て
東
南
院
聖
尋
僧
正
が
﹁
寺
門
一
統
﹂
を
図
っ
た
が
、
西
室
と
尊
勝
院
が
同
意
し

な
か
っ
た
た
め
、
聖
尋
は
後
醍
醐
天
皇
を
﹁
鷲
峯
﹂
に
移
し
、
鷲
峯
山
別
当
で
あ
り

東
大
寺
西
南
院
主
で
あ
っ
た
信
覚
大
僧
都
の
坊
室
に
入
れ
、
寛
宝
（
薬
師
院
（
と
実

祐
（
正
法
院
（
は
そ
の
一
行
に
供
奉
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
東

大
寺
執
行
寛
宝
の
記
録
の
一
部
分
の
引
用
で
あ
る
が
、
東
大
寺
で
後
醍
醐
を
受
け
入

れ
る
か
否
か
の
集
会
が
あ
っ
た
こ
と
、
惣
寺
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
、
や
む
な
く
退
去

し
た
こ
と
、
反
後
醍
醐
勢
力
が
尊
勝
院
と
西
室
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、﹃
笠
置
寺
縁

起
﹄
と
の
事
実
関
係
の
一
致
点
が
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
か
ら
、﹃
元
弘
日
記
﹄
が
執

行
寛
宝
の
日
記
で
あ
り
、
利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
但
し
、
当
時

の
執
行
が
三
百
騎
の
軍
勢
を
動
員
で
き
た
か
と
い
う
点
で
は
、
誇
張
し
た
記
述
で
あ

り
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
薬
師
院
や
正
法
院
は
執
行
職
を
継
承

す
る
家
と
し
て
あ
り
、
東
大
寺
政
所
系
列
に
あ
る
院
家
で
あ
る
。
惣
寺
系
列
の
学

侶
・
衆
徒
・
堂
衆
が
軍
事
力
を
有
す
る
集
団
に
対
し
て
、
執
行
は
法
会
や
寺
内
の
運

営
に
携
わ
る
家
で
あ
る
。
そ
の
執
行
が
軍
事
力
を
所
持
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
記
述
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建
武
政
権
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て（
稲
葉
）

は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
検
討
し
た
い
と
思
う
。

（
41
（ ﹃
東
大
寺
記
録
﹄（
前
掲
（
解
説
を
参
照
、
ま
た
、
鎌
倉
末
期
に
お
け
る
東
大
寺
の
密

教
の
本
所
、
八
宗
の
本
所
、
伊
勢
神
宮
と
の
一
体
化
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
﹁
鎌
倉
後
期
の
東
大
寺
と
テ
ク
ス
ト
の
形
成
﹂（﹃
統
合
テ
ク
ス
ト
科
学

研
究
﹄
３

－

２
、
二
〇
〇
五
年
（
に
お
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
42
（ 

こ
の
条
文
に
つ
い
て
は
畠
山
聡
﹁
中
世
東
大
寺
に
よ
る
兵
庫
関
の
経
営
と
そ
の
組
織

│
関
務
権
の
所
在
を
中
心
と
し
て
﹂（﹃
日
本
史
研
究
﹄
四
九
四
、
二
〇
〇
三
年
（、

お
よ
び
﹃
新
修
神
戸
市
史
歴
史
編
Ⅱ
古
代
中
世
﹄
が
言
及
し
て
い
る
。

（
43
（ ﹃
大
日
本
古
文
書
東
大
寺
文
書
之
五
﹄
七
二
号
。﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
二
三
九
七
八
号
。

（
44
（ ﹃
坪
江
郷
雑
々
引
付
﹄（
内
閣
文
庫
大
乗
院
文
書
（（﹃
北
国
庄
園
史
料
﹄
所
収
（。

（
45
（ 

建
武
元
年
十
一
月
二
十
七
日
﹁
東
大
寺
別
当
政
所
披
露
事
書
﹂（﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料

編
中
世
五
兵
庫
関
九
一
号
（。

（
46
（ 

建
武
元
年
十
二
月
八
日
﹁
年
預
五
師
慶
顕
書
状
﹂（﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編
中
世
五
兵

庫
関
一
三
一
号
（。

（
47
（ 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
﹁
建
武
元
年
記
﹂（﹃
北
国
庄
園
史
料
﹄
所
収
（
に

﹁
諸
国
津
料
已
下
、
悉
為
天
下
一
同
之
法
、
被
停
止
候
﹂
と
見
え
る
。

（
48
（ 

徳
田
𠝏
一
﹃
中
世
に
於
け
る
水
運
の
発
達
﹄（
厳
南
堂
再
刊
、
一
九
六
六
年
、
初
版

一
九
三
六
年
（。
竹
内
理
三
﹃
寺
領
荘
園
の
研
究
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
再

刊
、
初
版
一
九
四
二
年
（。
豊
田
武
﹃
中
世
の
商
人
と
交
通
﹄（﹃
豊
田
武
著
作
集
﹄

第
三
巻
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九
六
〇
年
（。
相
田
二
郎
﹃
中
世
の
関
所
﹄（
有
峰

書
店
、
一
九
八
二
年
再
刊
、
初
版
一
九
四
三
年
（。
網
野
善
彦
﹁
文
永
以
後
新
関
停

止
令
に
つ
い
て
﹂（﹃
網
野
善
彦
著
作
集
﹄
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
初

出
一
九
八
四
年
（。

（
49
（ 

佐
藤
進
一
﹃
日
本
の
中
世
国
家
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
（
第
三
章
。

（
50
（ 

福
島
金
治
﹁
建
武
政
権
期
東
大
寺
の
東
国
所
領
獲
得
交
渉
│
真
福
寺
所
蔵
﹃
八
生
一

生
得
菩
提
事
﹄
紙
背
文
書
を
通
し
て
﹂（﹃
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
﹄
一
〇

四
号
、
二
〇
〇
三
年
（。
元
弘
三
年
七
月
日
東
大
寺
衆
徒
申
状
案
（
醍
醐
寺
文
書
九

十
函
（。

（
51
（ 

建
武
元
年
﹁
大
勧
進
職
条
々
事
書
案
﹂（
東
大
寺
文
書
第
四
回
採
訪
九
三
、
5

－

26
（。
こ
の
文
書
は｢

就
寺
門
興
隆
可
被
経
御
沙
汰
篇
目
事
﹂
で
始
ま
る
﹁
条
々
﹂

事
書
の
第
一
条
の
土
代
で
あ
る
。
松
尾
剛
次｢

恵
鎮
円
観
を
中
心
と
し
た
戒
律
の
復

興
│
北
嶺
系
新
儀
律
僧
の
成
立
﹂（﹃
三
浦
古
文
化
﹄
四
七
号
、
一
九
九
〇
年
（。

（
52
（ 

畠
山
聡
﹁
建
武
新
政
期
に
お
け
る
東
大
寺
と
大
勧
進
﹂（
山
本
信
吉
・
東
四
柳
史
明

編
﹃
社
寺
造
営
の
政
治
史
﹄
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
（
が
詳
し
く
考
察
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
福
島
金
治
前
掲
注（
50
（論
文
に
よ
れ
ば
、
恵
鎮
は
大
勧
進
職
在
職

中
に
東
大
寺
に
よ
る
佐
渡
国
国
務
要
求
に
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
で
恵

鎮
の
罷
免
を
要
求
し
、
一
方
で
政
権
へ
の
働
き
か
け
の
窓
口
と
し
て
期
待
す
る
と
い

う
相
反
す
る
恵
鎮
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、
時
期
の
違

い
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
53
（ 

畠
山
聡
﹁
建
武
新
政
期
に
お
け
る
東
大
寺
大
勧
進
﹂（
前
掲
（。
畠
山
氏
は
建
武
元
年

八
月
三
日
の
大
勧
進
恵
鎮
施
行
状
写
（
阿
弥
陀
寺
文
書
、﹃
南
北
朝
遺
文
中
国
四
国

編
﹄
五
五
（
に
見
え
る
﹁
国
宣
﹂
が
八
月
二
日
の
国
宣
（
同
五
四
（
と
は
別
に
恵
鎮

に
対
し
て
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
恵
鎮
は
そ
の
国
宣

の
写
を
目
代
に
対
し
て
与
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
国
宣
が
残
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
考
え
る
と
、
恵
鎮
施
行
状
に
見
え
る
国
宣
と
は
、
八
月
二
日
の
国
宣
そ
の
も

の
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
八
月
二
日
の
国
宣
は
周
防
国
目
代
宛
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
恵
鎮
に
対
し
て
渡
さ
れ
、
七
月
二
五
日
の
綸
旨
（
同
五

〇
（
と
と
も
に
国
宣
を
目
代
に
対
し
て
伝
達
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に

綸
旨
の
伝
達
経
路
を
考
え
れ
ば
、
周
防
国
目
代
に
対
す
る
二
系
列
の
経
路
を
想
定
す

る
必
要
は
な
い
。

（
54
（ 

畠
山
氏
は
建
武
元
年
八
月
二
日
の
周
防
国
国
宣
写
の
袖
判
の
人
物
を
三
条
実
治
で
あ

る
と
推
定
す
る
。
こ
の
推
定
は
同
年
七
月
二
十
五
日
の
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
が
﹁
左
大

弁
宰
相
﹂
三
条
実
治
宛
で
あ
り
、
こ
の
綸
旨
を
施
行
す
る
形
で
国
宣
が
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
期
の
国
宣
の
袖
判
は
知
行
国
主
ま
た
は

そ
の
家
来
で
あ
り
、
そ
の
点
を
考
え
れ
ば
袖
判
は
知
行
国
主
三
条
実
治
ま
た
は
そ
の

家
来
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
知
行
国
制
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
建
武
政

権
下
で
は
、
袖
判
の
人
物
を
知
行
国
主
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
畠
山
氏
は
三
条
実

治
の
立
場
を
﹁
三
条
実
治
が
目
代
豊
宗
に
宛
て
た
国
宣
は
、
ま
さ
に
天
皇
が
興
行
し
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
史
学
）

た
国
司
制
度
に
よ
る
も
の
で
あ
り
﹂
と
し
て
、
明
言
し
て
い
な
い
が
周
防
国
司
（
国

守
（
と
し
て
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
三
条
実
治
が
周
防
守
を
名
乗
っ
て
い
る
事
例
は

見
つ
か
ら
な
い
の
で
、﹁
周
防
守
﹂
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
造

東
大
寺
長
官
が
周
防
国
の
国
務
を
管
掌
し
て
い
た
と
す
る
に
止
め
て
お
き
た
い
。

（
55
（ 

嘉
暦
三
年
七
月
二
十
七
日
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案
（﹃
三
重
県
史
﹄
資
料
編
古
代
・
中

世
（
下
（
東
大
寺
領
そ
の
他
一
一
七
号
（。
元
弘
二
年
三
月
十
一
日
﹁
東
大
寺
衆
徒

重
申
状
﹂（﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
三
一
七
〇
七
号
（。

（
56
（ ﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
三
一
七
〇
七
号
。

（
57
（ ﹃
三
重
県
史
﹄
資
料
編
古
代
・
中
世
（
下
（
東
大
寺
領
そ
の
他
一
二
五
号
。

（
58
（ 

鎌
倉
末
期
の
茜
部
庄
地
頭
職
を
め
ぐ
る
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
網
野
善
彦
﹃
日
本
中
世

土
地
制
度
史
の
研
究
﹄（
塙
書
房
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
六
九
年
（、
お
よ
び
、

拙
稿｢

鎌
倉
後
期
の
幕
府
寺
社
裁
判
制
度
に
つ
い
て
﹂（﹃
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究

論
集
﹄
史
学
五
七
号
、
二
〇
一
一
年
（
を
参
照
。
地
頭
長
井
氏
に
つ
い
て
は
小
泉
宜

右
﹁
御
家
人
長
井
氏
に
つ
い
て
﹂（
高
橋
隆
三
先
生
喜
寿
記
念
論
集
﹃
古
記
録
の
研

究
﹄
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
（、
お
よ
び
森
幸
夫
﹃
六
波
羅
探
題
の
研

究
﹄（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
七
年
（
第
二
章
第
三
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
59
（ 

雑
訴
決
断
所
の
構
成
員
に
長
井
氏
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
森
茂
暁
﹃
南
北
朝
公
武
関
係

史
の
研
究
﹄（
文
献
出
版
、
一
九
八
四
年
（
九
五
～
九
八
頁
の
決
断
所
交
名
を
参

照
。
四
番
制
の
第
三
番
に
見
え
る
﹁
長
井
挙
冬
﹂
が
東
大
寺
の
事
書
に
見
え
る
﹁
長

井
右
馬
助
高
冬
﹂
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
60
（ 

元
弘
三
年
十
一
月
九
日
﹁
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案
﹂（﹃
岐
阜
県
史
﹄
茜
部
庄
古
文
書
三

七
四
号
（、
年
月
日
未
詳
﹁
東
大
寺
事
書
案
﹂（
同
三
八
二
号
（。

（
61
（ 

も
っ
と
も
、
こ
の
東
大
寺
内
部
の
実
情
を
無
視
し
た
命
令
は
、
円
滑
な
年
貢
収
納
の

阻
害
と
な
り
、
建
武
二
年
九
月
に
学
侶
は
荘
務
を
行
う
学
侶
の
納
所
職
三
名
（
某
大

僧
都
、
頼
心
僧
都
、
永
俊
律
師
（
を
改
替
し
寺
門
の
直
領
と
す
べ
き
こ
と
を
取
り
決

め
て
い
る
（
建
武
二
年
九
月
五
日
﹁
東
大
寺
学
侶
等
起
請
文
案
﹂﹃
岐
阜
県
史
﹄
史

料
編
古
代
・
中
世
三
、
茜
部
庄
史
料
三
八
八
号
（。

（
62
（ ﹃
兵
庫
県
史
﹄
史
料
編
中
世
五
、﹁
摂
津
国
兵
庫
関
﹂
一
二
一
号
。

（
63
（ 

正
慶
二
年
二
月
日
﹁
東
大
寺
申
状
案
﹂（
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
東
大
寺
文
書
１
／
４

／
27
（（﹃
岐
阜
県
史
﹄
古
代
中
世
三
、
茜
部
庄
三
六
九
号
（
に
興
福
寺
領
平
田
庄
地

頭
職
を
春
日
社
に
寄
付
し
法
相
宗
の
﹁
依
怙
﹂
と
し
た
こ
と
が
見
え
る
。

（
64
（ ﹃
福
智
院
文
書
﹄（
花
園
大
学
福
智
院
文
書
研
究
会
（
五
七
号
。
こ
こ
に
み
え
る
﹁
御

領
検
断
職
﹂
は
そ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
大
乗
院
領
の
不
入
権
を

表
す
言
葉
と
し
て
理
解
し
て
お
く
。
新
し
く
建
武
政
権
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
職
名

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
乗
院
に
新
し
い
権
限
が
生
じ
た
と
は
思
わ

れ
な
い
。

（
65
（ 

た
だ
し
、
大
乗
院
門
跡
を
安
堵
す
る
綸
旨
は
﹁
大
乗
院
僧
正
御
房
﹂（
覚
尊
か
（
に

あ
て
て
下
さ
れ
て
お
り
、
元
弘
元
年
の
時
点
で
の
﹁
大
乗
院
禅
師
御
房
﹂（
考
覚
（

か
ら
交
替
し
て
い
る
。
大
乗
院
門
主
の
交
替
は
元
弘
の
乱
後
の
後
醍
醐
の
人
事
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
外
に
大
乗
院
方
の
御
房
人
に
何
ら
か
の
処
分
が
な
さ
れ

た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
依
拠
す
べ
き
史
料
を
見
い
だ
し
て
い
な
い
。

（
66
（ 

吉
水
院
真
遍
坊
領
紛
失
状
（
永
島
福
太
郎
編
﹃
大
和
古
文
書
聚
英
﹄
二
〇
五
・
二
〇

六
・
二
〇
七
号
、
吉
水
神
社
文
書
（。

（
67
（ 

京
都
の
土
地
証
文
の
紛
失
状
作
成
に
使
庁
が
あ
た
っ
た
事
例
は
鎌
倉
末
期
に
い
く
つ

か
存
在
す
る
が
、
京
都
以
外
の
大
和
国
の
事
例
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
れ
よ
り
後
に
も
見
ら
れ
な
い
。
建
武
政
権
は
使
庁
の
機
能
を
京
都
以
外
に
拡
大
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
68
（ ﹃
春
日
大
社
文
書
﹄
第
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
（
一
九
号
。

（
69
（ ﹃
公
卿
補
任
﹄
に
よ
れ
ば
、
右
大
弁
坊
門
清
忠
が
造
興
福
寺
長
官
に
補
任
さ
れ
た
の

は
元
弘
三
年
九
月
二
十
三
日
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
補
任
の
事
実
を
確
認
し
て
い
る
。

坊
門
清
忠
は
嘉
暦
二
年
の
伽
藍
焼
亡
後
の
閏
九
月
に
造
興
福
寺
長
官
に
補
任
さ
れ
て

い
る
の
で
、
元
弘
三
年
九
月
の
補
任
は
再
任
で
あ
る
。

（
70
（ 

安
田
次
郎
﹃
中
世
の
興
福
寺
と
大
和
﹄（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
（
第
二
章
第

二
節
﹁
勧
進
の
体
制
化
と
﹃
百
姓
﹄（
初
出
一
九
八
三
年
（
参
照
。

（
71
（ ﹁
建
武
二
年
六
月
記
﹂（﹃
大
日
本
史
料
﹄
六
篇
之
一
同
日
条
（。

（
72
（ ﹁
春
日
神
主
祐
賢
記
﹂（
同
上
（。
春
日
若
宮
神
主
中
臣
祐
賢
は
鎌
倉
前
期
の
人
物
で

あ
り
、
こ
の
日
記
の
記
主
を
祐
賢
と
す
る
の
は
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の
と
こ

ろ
こ
の
日
記
の
出
典
を
確
認
出
来
て
い
な
い
の
で
、﹃
大
日
本
史
料
﹄
の
引
用
の
ま
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建
武
政
権
の
寺
社
政
策
に
つ
い
て（
稲
葉
）

ま
と
す
る
。

（
73
（ （
建
武
二
年
（
六
月
二
十
三
日
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
（
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
東
大
寺
文

書
3
／
1
／
23
（。
な
お
こ
の
綸
旨
の
奉
者
は
造
東
大
寺
長
官
参
議
三
条
実
治
で
あ

る
。

（
74
（ 

後
宇
多
院
政
期
、
後
醍
醐
親
政
期
の
強
訴
禁
止
政
策
に
つ
い
て
は
拙
稿
﹁
鎌
倉
末
期

の
王
朝
の
寺
社
政
策
﹂（﹃
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
﹄
史
学
六
〇
号
、
二
〇
一

四
年
（、﹁
後
醍
醐
天
皇
親
政
期
に
お
け
る
王
朝
の
寺
社
政
策
﹂（﹃
年
報
中
世
史
研

究
﹄
四
〇
号
、
二
〇
一
五
年
（
を
参
照
。

（
75
（ ﹃
園
太
暦
﹄
貞
和
三
年
七
月
三
日
条
（﹃
大
日
本
史
料
﹄
六
篇
之
二
、
建
武
二
年
七
月

三
日
条
（。

（
76
（ 

建
武
三
年
三
月
日
東
大
寺
衆
徒
申
状
土
代
（
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
東
大
寺
文
書
4
／

16
（。
こ
の
申
状
に
よ
れ
ば
、
興
福
寺
は
東
大
寺
に
参
勤
し
な
い
よ
う
に
牒
送
し
た

が
、
東
大
寺
は
参
勤
要
請
に
応
じ
、
隆
恵
法
印
と
信
聴
僧
都
が
参
勤
し
た
の
が
興
福

寺
発
向
の
直
接
の
原
因
で
あ
っ
た
。

（
77
（ 

建
武
二
年
と
推
定
さ
れ
る
七
月
二
十
一
日
年
預
五
師
顕
寛
書
状
（
東
大
寺
文
書
4
／

145
、
4
／
90
、
4
／
91
（、
同
七
月
二
十
二
日
年
預
五
師
顕
寛
書
状
（
3
／
12
／

93
（、
建
武
二
年
七
月
二
十
五
日
東
大
寺
寺
官
大
衆
等
連
署
起
請
文
（﹃
第
二
篇
古
文

書
東
大
寺
文
書
﹄
五
、
一
四
六
号
（、
同
八
月
十
日
東
大
寺
寺
官
等
請
文
案
（
3
／

1
／
79
（、
同
八
月
二
十
四
日
年
預
五
師
顕
寛
書
状
（
4
／
117
（。

（
78
（ 

東
大
寺
図
書
館
所
蔵
東
大
寺
文
書
4
／
16
。

（
79
（ 

九
月
十
六
日
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
、
九
月
十
七
日
東
大
寺
別
当
聖
珍
御
教
書
（
東
大
寺

図
書
館
所
蔵
東
大
寺
文
書
3
／
1
／
30
、
3
／
1
／
43
（。

（
80
（ 

十
月
十
五
日
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
（﹃
大
日
本
古
文
書
東
大
寺
文
書
之
三
﹄
七
八
九
号
（。

（
81
（ 

十
月
二
十
一
日
年
預
五
師
顕
寛
書
状
案
（
東
大
寺
文
書
4
／
161
（。

（
82
（ 

信
聴
僧
都
が
顕
宝
得
業
の
跡
に
西
室
院
務
に
就
い
た
こ
と
は
、
延
元
元
年
三
月
日
東

大
寺
衆
徒
等
申
状
案
（
東
大
寺
文
書
1
／
1
／
299
（
に
見
え
る
。
こ
の
申
状
に
よ
れ

ば
信
聴
は
建
武
元
年
に
東
大
寺
領
伊
賀
国
黒
田
庄
出
作
の
庄
務
を
め
ぐ
っ
て
惣
寺
と

争
っ
て
い
た
。

（
83
（ 

建
武
二
年
十
月
二
十
二
日
満
寺
衆
徒
事
書
（
東
大
寺
文
書
4
／
108
（。

（
84
（ 

建
武
二
年
閏
十
月
二
日
雑
訴
決
断
所
牒
案
、
同
年
閏
十
月
十
八
日
伊
賀
国
宣
案
、
同

年
十
一
月
十
三
日
邦
政
・
行
慶
連
署
打
渡
状
案
（﹃
三
重
県
史
﹄
資
料
編
古
代
・
中

世
（
上
（
一
二
四
七
・
一
二
四
八
・
一
二
五
〇
号
（

（
85
（ 

顕
宝
は
建
武
政
権
発
足
後
、
河
内
国
飯
盛
山
に
﹁
河
内
国
の
賊
徒
﹂
に
担
が
れ
て
城

郭
を
構
え
た
が
、
楠
正
成
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
こ
と
が
、﹃
太
平
記
﹄
巻
十
二
に

み
え
る
（
こ
こ
で
は
﹁
佐
々
目
顕
宝
僧
正
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
（。

（
86
（ ﹃
大
日
本
古
文
書
東
大
寺
文
書
之
二
十
二
﹄
一
八
七
〇
号
。

（
87
（ 

七
月
八
日
と
七
月
十
八
日
の
信
重
書
状
は
年
預
五
師
宛
の
自
筆
書
状
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
七
月
十
七
日
書
状
の
筆
跡
と
比
較
す
る
と
、
同
筆
の
可
能
性
が
高
い
。

（
88
（ ﹃
日
本
思
想
大
系 

中
世
政
治
社
会
思
想
﹄
下
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
。

（
89
（ 

黒
田
俊
雄
﹁
建
武
政
権
の
宗
教
政
策
│
諸
国
一
宮
・
二
宮
本
所
停
廃
に
関
連
し
て
﹂

（
前
掲
（。

（
90
（ ﹃
園
太
暦
﹄
観
応
二
年
十
一
月
二
十
六
日
条
。

（
91
（ 

東
山
御
文
庫
文
書
（﹃
大
日
本
史
料
﹄
六
編
三
六
四
七
頁
（。

（
92
（ 

元
弘
三
年
九
月
六
日
太
政
官
牒
（
到
津
文
書
（（﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
三
二
五
五
〇
号
（、

元
弘
三
年
十
二
月
十
日
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
（
壬
生
文
書
（（﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
三
二
七
五

六
号
（。

（
93
（ 

海
津
一
朗
﹃
神
風
と
悪
党
の
世
紀
﹄
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
五
年
。

（
94
（ 

建
武
元
年
十
月
十
一
日
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
（﹃
南
北
朝
遺
文
九
州
編
一
﹄
一
四
〇
号
（。

（
95
（ 

建
武
三
年
十
一
月
十
二
日
光
厳
上
皇
院
宣
（
藤
井
学
・
山
崎
浩
之
編
﹃
改
定
増
補
吉

備
津
神
社
文
書
﹄
中
世
篇
一
三
号
（。

（
96
（ 

元
弘
三
年
九
月
十
三
日
宇
佐
宮
神
官
等
連
署
起
請
文
（﹃
鎌
倉
遺
文
﹄
三
二
五
六
一

号
（。

（
97
（ 

鈴
木
哲
雄
﹃
香
取
文
書
と
中
世
の
東
国
﹄（
同
成
社
、
二
〇
〇
九
年
（
第
六
章
﹁
建

武
徳
政
令
と
田
所
文
書
﹂
参
照
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：  

建
武
政
権
、
後
醍
醐
天
皇
、
東
大
寺
、
興
福
寺
、
寺
社
政
策
、
笠

置
寺
縁
起
、
本
所
停
廃
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Abstract

Policy for the Buddist Temples and Shinto Shrines by Kenmu (建武) Government

INABA Nobumichi

 The purpose of this study is to elucidate policies of the Kenmu (建武) Government for Shinto 
shrines and Buddhist temples. The Kenmu Government changed the existing top members of 
Kenmon (権門) Shinto shrines and Buddhist temples who were appointed under the Government of 
Gofushimi-In (後伏見院). However, it should be noted that the Government of Gofushimi-In, the last 
administration, took similar measures with the Genko War which broke out in 1331.
 The Kenmu Government took stern measures against Todaiji (東大寺) because of the connection 
with the Hojo family. Kofukuji (興福寺) conflicted with Masashige KUSUNOKI in the Kenmu 
Government period. Therefore, the Kenmu Government eventually conflicted with Todaiji and 
Kofukuji.
 Moreover, the Kenmu Government enacted the Honjo-teihai-rei (本所停廃令), a law about 
suspension and abolition of Honjo (本所), for local influential Shinto shrines. The Honjo-teihai-rei had a 
great influence on the Imperial family and the aristocracies.

Keywords:   Kenmu Government, The Emperor Godaigo, Todaiji, Kofukuji, Policy for the Buddist 
temples and Shinto, Honjyo-teihai-rei, History of Kasagi-tera


